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序

豊かな自然に忠まれた岩手県には、繩文時代をはじめとする数多くの遺跡や敢

要な文化IM･が残きれております。これら多くの先人達の創造してきた文化遺産を

保存し、後|Ⅱ:に低えていくことは県民に猟せられた黄務であI)ます。

一ﾉj、 Ij《大な面積を有する本県の大部分は山地であり、地域IIM発に伴う社会賓

本の充実も亜要な・施策であります。発仙II鯛企により遺跡が消滅することは、 ま

ことに惜しいことでありますが、そのI又面それまで間に包まれていた先人述の営

みに光りlがあたるのも事実であI)ます。

このような埋蔵文化財の保護・保存とIMI発との調和も今I1的な課脳であり、財

団法人掛下県文化振興4礫川は埋蔵文化財センターの創股以来、料予県教育委員

会の指導と澗終のもとに、開発事業によってll:むを得ず消滅するjii跡の緊急発掘

調企を行い、記録保存する描置をとってまいりました。

本靴告11ドは、 ・股側道456号地域i門性化支援道路終備那災にIM巡して、平成14年

度に発掘調査を行った石鳥谷町貝の淵I遺跡の発掘調査をまとめたものでありま

す。貝の淵I避跡は、石鳥谷町の東部を流れる北k川左岸のiⅡI岸段丘上にf地し

ており、捌査の結果、 、ド安時代Iil'卜の鵯穴住居跡が検川され、当II＃のjIS落跡であ

ることが分かりました。また、鯛香上器や刻苦十器、それに当時の・股庶民は持

ち群なかった灰釉陶器が出上するなど、閲IRな齋料を提供することができました。

この糀告杏が広く柵用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化lll.に対する理解の

一助になれば幸いです。

股後になりましたが、これまでの発捌捌従及び拙'譜作成にご脂導．ご協力を

賜I)ました岩手県花巻地方振興肘上水部、個鳥谷町教育委員会をはじめとする|對

係肴各位に衷心より謝意を表します。

平成15年10)1

財団法人岩手県文化振興斗唯、

理事長合田 武



例 言

ぴえ〆4A〈． ,い･2 ‘ ､叩 く' F ｡ 0心〈 『， かい ふfJ

l.本報齢'『は、勝手県稗貿郡祠胤谷N1.IMI1 115地割31-2ほかに所在する貝の淵I避跡の発掘調森結果を収

録したものである。

2．本jMi跡の澗從は、 ・股'五1道456り地域活惟化支援過路盤伽1雌に伴う記録保存をI]的とした緊急発捌捌

査である。 i淵傑は、岩手県花巻地方振興局士木部と岩手雌敬育委員会生涯学習文化課との協議を経て、

岩手県花巻地〃振興局土木部の委託を受けた財･m法人消予県文化振興事梁剛埋磯文化財センターが実施

した。

3．本遺跡の糊乎喋造跡台帳の遺跡排り．及び遺跡調在略号･は次のとおりである。

遺跡稀号･ MEO7-0167 jfi跡調査略号KF1-02

4．野外調掻の棚森川llll ･調査IIWi ･捌代ll!当荷は次のとおI)である。

調査期間 平成14年4月8H－6月18H

調査而樅 3,020㎡

綱傑担当荷 佐々水儒一、野'l1典鴨

5．室内整理の101間と担当者は次のとおりである。

終理期Ⅲ ・'4成14年11月l [1～､|4成15年3}131H

稜理担当肴 佐々木信．

6．各種鑑定にあたっては、次の方々に依頼した。

石蘭鍬だ 花尚器研究会

炭化材樹秘lil定 早坂松次郎〈悩乎県木炭協会）

鉄製品の保存処理 岩手県立博物館

7．癖仙点測{K及び窄'i!写輿搬影は、次の機IMIに委託した。

基峨点測lit 慶長測並設計株式会祉

*II1写真搬影 東邦航空株式会社

8．野外i淵從及び本Wi告11ドの作成にあたっては、次のﾉﾉ々にごl協力。ご梢導をいただいた(Iiliiｲ《岡・敬称略)。

菊池邦雄（勝手県文化財保護指導貝)、藤澤良祐（瀬)fili埋蔵文化財センター)、井上喜久男（愛知県陶

磁衝料館）

9．本遺跡からlll l:した遺物及び綱代衝ﾈ:l･は岩手県立埋戯文化I1ｲ･センターに保管している。

10.本遺跡の調恋成果は、先に「現地公IM資料」 （平成14年6jl811)、 「岩手県埋蔵文化財発掘調査略報（平

成14年皮分)」に発表しているが、本件の内容が優先するものである。
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I 調査に至る経過

貝の淵I遺跡は、 「-．般凶道456号地域禰性化支援道路整附ﾘ喋」の施行に伴って、その那業区域内に位I趾

することから発掘調従を実施することになったものである。

・股国道456号は県都盛岡'liを起点とし、北上川東側地域を南北に縦断して県南部を結び､一般国道4号を

袖完する幹線道路として肛甥な役割を果たしてきた。しかし、 ’11地区は線形が不良で聯貝が狭小なことに加

え、交通踵が大幅に増加していることから、円滑な走行の実現、歩行者等の安全確保、生活環境の改善が急

勝となった。また、稗rr川橘が繼朽化したことから抜本的な対策を識ずることとし、平成12年度全体事業延

lEL=2,680mの-･!MIEI道456号関口地区地域椚性化支援道路終備事業として轆側に新手した。

（掛乎県ｲ巻地方振興局t木部）

Ⅱ遺跡の立地と環境

1．遺跡の位晉

貝の淵I過跡は岩手県稗1't郡石鳥谷町にあり、 JR束北本線石鳥谷駅の南南西約4kmに位世し、北上川左

岸の河岸段丘上に立地している。石鳥谷町は、盛岡市の南方約25km、岩手県のほぼ中央部にあり、束に稗rI

州大迫町、西に岩手郡雫石町、南に花巻市・和闘祁東和町、北に紫波郡紫波町が隣接している。主要交通路

は、 JR東北新紳級及び東北本線、凶道4号がIW北に縦断している。

本遺跡は、同士地理院発行の5万分の1地形図「花巻」NJ-54-13-16 (犠岡16号）の図幅に含まれ、

北緯39度27分20秒、東経141度lO分29秒付近に位樅する。

2．遺跡の立地と周辺の地形

{i鳥谷町は、奥羽III脈と北上1l1地に挟まれた北上徹地の中央部に位世する。町の北西側には岩手111 (僚冊

2,38m)、東側には北｣:山地肢高峰の早池峰山（標間1,917m)が111稜を望ませている。

町の東部を蛇行しながら南流する北上川（全長249km)は、岩手郡岩手町を水iM!とし、花巻市･北上市･水

沢Iliなどを経て、宮城蝋石を市で太平洋にそそいでいる。4i烏谷町付近では、支流の稗貫川、添市川、闇丸

川、耳取川、滝沢川と合流している。

北上猛地は、北上川を境として東側と西側とでは地形が大きく異なり対照的である。北上川の東側は北上

山地の西縁丘陵地域にあたり、北上山地を水源とする比絞的勾配の級いi''I川により小規模な段丘と沖枇地が

比較的広範囲に見られる。これに対して、西側は急峻で起伏の大きな奥羽山脈が分布し、その東縁には奥羽

1l1脈を水源とする勾配の急な河川により扇状地が発進している。

貝の淵I遺跡は、北上川東側の段丘上にあり、北上川の支流である稗11川右ﾊ$に位樅している。現況は畑

である。

-1-
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3．基本層序

本遺跡の装水j暫序は次の通りである。なおI州断面図は、グリッドBHa8で作成したものである。

IW10YR2/1 肌色シルト 表土で泄跡全面を覆っているよく締まり粘性がある。炭化物を少最
含んでいる(1%) 胴原は22～30cInである

Ⅱ廟 10YRl.7I'1無色シルト よく締まり粘性がある。炭化物を少放含んでいる(1%未満)。 j曹厚は
16～22cII1である。

111M IOYR2/2 J&糊色シルト よく締まり淵li州がある。ﾉ簡順は16~32cII1である。 iﾘﾘ企Ⅸ域叫I部には兄ら
れない。

Ⅳ層 lOYR4/3にぶぃ黄褐色シルト よく締まるが粘性はない。水聯が遺榊検出｢iiであIｿ、避物はほと

んどこの屑からの川上である。刷原は2～13cnlである。

V層 10YR5/6菰褐色粘土質シルトかたく締まるが粘性はない。避柵は本層壼で掘り込まれている。

I縛厚は60cm以上である。

ﾄｰｰｰL=90.500m 0
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

I

Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

1m

V

第3図基本士屑圃
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4． 周辺の遺跡
砿l

石鳥谷町には、現在187カ所の遺跡が確忽されている。昨代別では縄文時代の泄跡が肢も多く、次いで占

代、中世、近'趾、古墳、旧石器、弥生となっている。これらの遺跡は、北上川及びその支流の河川が形成し

た段丘や低地に多く分布している。

石鳥谷町では、 Ⅱ僻ll40年代半ばまで、五大堂長沢遺跡（縄文晩期)、火襯川I｢l屋遺跡（縄文｢|!期）が発掘調

在された程度で、発棚事例が少なかった‘， しかし、その後、東北新幹線建設や束北縦貰自動市道建投群に伴

い多くの過跡が発掘洲在され、繩文時代から近lltにかけての歴史が明らかになってきた。

主な遺跡を挙げると、高畠遺跡（縄文中期)、大明神適跡（弥生・平安)、火IIII遺跡(1z=)、幅jfi跡（繩

文・平安)、大地渡j箇跡（縄文IIIM･平安)、大瀬川A遺跡（縄文中期・平安)、大潮川B遺跡(II世)、火瀬

川C遺跡（中llt城餉)、野山遺跡、上台避跡（平安)、X火堂安堵隈倣遺跡（繩文晩期)、白幡林遮跡（繩文・

平安・近l趾)、小練林遺跡（縄文・ ､ド安・中世）などである《，

貝の淵I遺跡は、北上川の支流である稗貫川流域に位世しておl)、同流域には、の淵I遺跡の他に、 |:流

から火川原航、 IIII谷地過跡、端館、セツ森古墳腓、猪鼻避跡、下館Ⅱ過跡などがある。

第1表は貝の淵I遺跡周辺の遺跡(fi烏谷町、花巻市）についてまとめたものである。なお、避跡の位置

については第4図に示してある。

註l 岩手県教育委員会堆涯学刊文化裸の遺跡台帳による。

引用・参考文献

岩手喋教fr委貝会(1982) :「東北新幹線IM係埋厳文化財捌代報告醤Ⅱ」岩手県文化財糾任報告鉾34ML

(財）岩手県文化振興ﾂ喋団埋蔵文化財センター（2002) ： 「稲荷遺跡発掘調従報告件」岩皿文第408典
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第1表周辺の遺跡一覧衷
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祢号 遺跡粉 樋 別 時 代 遺 櫛・造物守
1 長善寺Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文･上器、 t師器、須恵器
2 烏 集落跡 平安 1:師器、須恵器
3 欠 倣布地 "14* 上師器、頒忠器
4 上和u1. 1 散布地 繩文・占代 縄文I 器（後期)、土師器、弧忠器
一

｡ 上沢UI 散布地 縄文・古代 繩文I 器、土師器
6 k沢田u 散布地 縄文・占代 繩文I 器、土師器
7 白幡林占"｛ 占噛 1〃（1 1fijii
8 北Ihj古墳鮮 古墳群 占噴 I〃！I

9 八日市 散布地 縄文・古代 縄文｣器（後期)、土師器、弧忠器
10 光林寺館 城館跡・散布地 繩文・古代 繩文.l器（後期)、士師器、頬忠器、堀
11 大渕寺II 倣布地 古代 t師器

12 塚原 散布地 純文・占代 繩文土器、t師器、須忠器、住居跡
13 内御堂 散布地 繩文・平安 繩文土器、土師器

14 宇洞 散布地 純文・古代 繩文|器（中期)、土師器、須恵器
15 保沢川 散布地 'IA安 |:師器、須恵器

16 久保I 散布地 ､IA安 土師器、敏恵器

17 久保n 散布地 平安 土師器、須恵器

18 久保Ⅲ 散布地 14安 k師勝、緬恵器

19 明)-il 散布地 繩文・ ,if代 縄文l:器、土師器、抽恋器

20 明戸Ⅱ 散布地 繩文・占代 繩文上器、土師器

21 明Pm 散布地 平安 土師器

22 明戸Ⅳ 肢布地 ､14安 l:RIli冊、鎖忠器

23 併臆 倣イ 地 lli代 l:llli##

24 HIMII 散イ 地 繩文・占代 繩文上器、 ‐上師器

25 島岡Ⅱ 散イ 地 14安・近世 土師器、須恵器、水路跡

26 種森 散Ⅷ 地 ､I4安 土師器、須恵器

27 幅 散布地 繩文・平安 繩文l:器、 k師器、釧忠器

28 幅欠 散布地 繩文・平安 繩文土器、土師器、須惣器

29 野沢川I 散布地 繩文･1z安 縄文」 器、土師器、須恵器

30 野沢川Ⅱ 散布地 繩文・平安 縄文」 器（後期・晩期)、士師器、須恵器

31 白目木 散布地 繩文・14安 繩文」 器（後期)、 lmi器

32 大llll 散ji地 ''4安 I:師＃ 、 彼忠器

33 上野々 散布地 縄文． ､ド安 繩文二 器、土師器、須恵器

34 k十日市 散布地 12安 土師器

35 志盗il･ 倣川 地 繩文・古代 繩文I 器、土師器

36 戸塚蟹沢 散1 地 細文 ll｢代 繩文-I 器（晩期)、土師器

37 硯石 散荊 地 繩文 占代 t師＃ 、 須恵器

38 艮石 散荊 地 純文 平安 純文’ 器、 了I 師器、須恵器

39 滝田樅服 倣イ 地 繩文 平安 細文二I 器 l 師器、鎖忠器、石器

40 蟹沢I IIMj地 繩文 古代 純文I 器 I 師器

41 戸塚笹脱 散布地 繩文 占代 縄文I 器 土師器

42 蒲沢 散布地 繩文 古代 縄文土器 土師器

43 端館 城館跡・散ji地 平安 中世 l:帥器、須恵器

44 下l･H市古jnllf 古噛俳 古噛 古噛

45 塚の森I 散布地 繩文・平安 繩文土器、土師器、須恵器

46 塚の森Ⅱ 散布地 平安 土師器

47 セツ緑
9

i岬 古噴群・倣布地 繩文・古墳 繩文ﾆﾋ器、古jfi、土師器

48 セツ森 倣布地 繩文・古代 刺 kl:W#､ 1:師器

49 貝の淵I 集落跡 縄文・古代 親 文十器、土師器

50 猪鼻 散布地 繩文・ IIr代 糾文-t器、 -t師器
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番号 遺跡名 種 別 時 代 j世 櫛・遺物等

51 猯鼻Ⅱ 散布地 古代 緬忠器

52 ド航Ⅱ 倣布地 古代 土師器

53 IMILI 倣川 地 占代 土師器

別 M1I 散』 地 ,li代 土師器、緬忠器

55 滝田歳の神 散1 地 縄文・古代 縄文二|:器、土師器

56 大川原館 城航跡・倣布地 縄文・占代 縄文土器、 ｜蝿、堀

57 III1谷地 散布地 細文・平安 縄文|:器、土師器、彼忠器

銘 H.l11 散布地 縄文・古噛 縄文土器

59 見山古墳群 古墳群 古墳 古墳

60 反町 古墳群・祭祀跡 繩文・古噛 縄文土器、古墹、佐居跡

61 滝田硯fi 倣布地 ､ド安 土師器

62 稲荷 集落跡 縄文・古代 繩文土器、 ｜:師器、須恵器、刀子、鉄

63 荒野 散布地 古代 土師器

64
ｔ
■
０

■

Ｇ

テ

■

ひ

⑭
９
０ 典落跡 繩文・古代 縄文土器、 1:師器

65 蛇艇帆 倣荊 地 ､'4安 i:師器

66 沢流 散4 地 縄文・古代 縄文土器、 1:師器

67 安堵屋敷 散布地 縄文・古代 縄文土器、 1:師器

68 佐渡川古墳群 古噛群 古墳 ITI境、土師器

69 宮野目方八丁 城館跡 ､I4安 住居跡、土師器、須恵器、鉄器、堀

70 ヒノ山 散布地 繩文・占代 縄文土器

71 &ノ山館 城館跡・散布地 古代～中|趾 堀､繩文土器(前期･中期)、イi器､土師器､須恵器

72 源明I 敵布地 平安 須恵器

73 源明Ⅱ 倣布地 古代 .MIIi器

74 蒋 倣布地 縄文・平安 縄文土器、土師器

75 ME16-1"9 散布地 縄文・平安 縄文土器、士師器、須恵器

76 十弐塚 倣布地 塚・古餓

77 三厩 倣布地 占代 土師器

78 石持I 散布地 古代 _l二師器

79 石持Ⅱ 散布地 古代 k師器

80 馬立I 散川 地 平安 上師器

81 賜立n 倣川 地 1と安 土師器

82 田〃中野 散布地 縄文． ､'4安 縄文土器、土師器

83 添市古墳群 古墳群 古墳 古墳

84 東野袋 肢布地 古代 土師器

85 理 股布地 純文・ 1if代 縄文土器、土師器

86 矢沢,li蛍 築落跡 占代 上帥器、緬忠器、鉄製鍬
87 上幅 集落跡 縄文・古代 石器、縄文士器、竪穴住居跡
錫 下幅 倣布地 古代・平安 土師器、竪穴住居跡、須恵器

89 ME27-0221 倣布地 i17代 土師器 ;Ii忠器

90 矢沢八幡 集落跡・城航跡 ､ド安・近lll: 竪穴伽‘！ 跡 、 IM立柱巡物跡、撒跡、 ｜獅器、須恩群
91 経塚森 経塚 古代 土師器 塚

92 寺場 災落跡 古代 竪穴住居跡、 k師器、須恵器

93 ME16-2364 肢布地 古代 土師器

94 似内 集淵 跡 古代 -l 師器、頬恵器

95 1-L似内 散イ 地 古代 」 師器、緬恵器

96 ME26-0233 散1 地 古代 I 師滞

97 ド似内 敬イ 地 古代 I 師器、緬忠器

98 ド東 散1 地 古代 I 師器、緬忠器

99 胡四天王山館 城館跡 平安 縄文土器、 -t帥器、須恵器、窄濠、竪穴状遺榊
10() 槻ノ木Ⅲ 肢布地 縄文・古代 繩文士器、石器、土師器、緬恵器
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Ⅲ野外調査と室内整理の方法

1．野外調査

（1）グリッドの設定

蝋仏点測故を委純し、公共陥標軸をfI川lして洲従|><をi没だした。洲代I(城のllⅧ1に』岬(点lを、東IIﾘにﾉ＆

準点2をそれぞれ設定した。基準点の成果値（日本測地系）は以ドの通りである。

基地点I X=-60.352.M Y=29.376.(XX) H=89.861m

孵り1点2 X=-60,352.(Xm Y=29ル10.咽 H=89.890m

この2つの基準点を紬ぶ線を基準線とし、総準線上をﾉﾙi帆点lから幽に64m進み、更にj,§i帆線に直行する

線上を北へ56m進んだ点を原点とした｡ li(点より基蝿線に､ド行ないし直行するように40mfU;に区切り、大区

画とした。火区間を史に4m鯲に区切l)、小区IIliとした。

グリッドの名称は南北方向はアルファベッド、束lltiﾉj向は数字を用い、その組み合わせによった。大グ

リッド名は大文字のアルファベッドとローマ数字、小グリッド潟は大グリッド箔を冠した後、小文字のアル

フプベツドと算朋数字をlllいて、 AIb2のように表した。

（2）粗掘り・遺構検出

洲代区域内の数カルiにトレンチを入れて検出Iiiまでの深さや脚筋の硴偲をした後、炎士の除去は亜機で

行った。遺櫛検出面までの土層の除去は人力で行った。逝柵の検出面はⅣ1吋である。検出された遺構には､

検出順に1号住居跡のように命名した。

（3）遺構の精査・出土遺物の取り上げ

遺櫛の糀在は鵯穴住居跡・住肘状避Wﾘを4分法、焼土j齢州・陥し穴状j吐柵を2分法、瀧跡については数カ

所にl榊砿遇のためのベルトを残して掘り下げた。淵ffの各段階でIxI面の作成や写真搬影等必要な記録を

とった。出土遺物の取り上げは、遺櫛内のものは遺櫛名、遺撒外のものは小グリッド単位で層位を記入して

取り上げた。

（4）実測

実測は前易通り方測fitで行った。実測I叉1は原則として20分のlの縮尺で平面図・断面図を作成したが、住

居跡のカマドなどの細部については10分の1の縮尺でlxllliを作成した。

（5）写真握影

が典搬影には、 6×7cmモノクロ1台、 35m判のモノクロとカラーリバーサル各1台を使用し、遺柵の．ド

面・断Imと遺物の出土状況を中心に搬影した。

－9－



2．室内整理

（1）作業手順

迩櫛については、現j也で作成した笈ilﾘIZIの点検、合成、第2原1割lの作成、 トレース、図版作成の順に進め

た。遺物については、接合、復元、仕分け、登録を行った後、原則として実測図の作成、 トレース、写真蠅

影、似|版作成の順に進めた。

（2）遺構図版・遺物図版

本報告書に掲載した遺柵図版の縮尺は以下のとおりである。

・竪穴依儒跡・伽謝状逝柵の平面I剛・断Iml)xI……l/60 カマドの断面図｡｡…. l/30

・陥し穴状遺櫛の扇ドIMIJ･断面図……1/nO

・柵跡の平面同……l/80， l/160 断面図……l/MO

また、 jMi物図版の縮尺は、土器はl/3又はl/4，拓本はl/3，礫石器と鉄製【脳はl/3，土製杣はl/2である。

遺物写真は原則としてl/3の縮尺を川いたが、これに該当しないものには縮尺率を別に付してある。遺櫛

やその他の写真の縮尺は不定である。なお、遺物図版掲戦稀号と写真図版掲載番号とは統一してある。

避櫛図版における上舸断mi図には、肘位ごとに数字を付して色潤、上性、混入物瀞を記してあるが、数'f2

のない肘は木根等による撹乱層である。

jm柵図版・遺物IXI版を作成するにあたり、使用したスクリントーンの棚別と土器実測lxlの凡例は鋪5図の

とおりである。

-10-
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a 

b 
番号 遺構名 号番 遺構名 番号 遺構名 番号 遺構名 号番 遺構名 番号 遺構名

1号住居跡 5 5号住居跡 9 9号住居跡 13 13号住居跡 17 1号陥し穴 21 2号溝跡

2 2号住居跡 6 6号住居跡 10 10号住居跡 14 住居状遺構 18 2号陥し穴 22 3号溝跡

3 3号住居跡 7 7号住居跡 11 11号住居跡 15 1号焼土遺構 19 3号陥し穴

4 4号住居跡 8 8号住居跡 12 12号住居跡 16 2号焼土遺構 20 l号溝跡
A 

c 

d 

g 

h 

a 

b ("¥13 
c 

d 

g 

h 

I 

o 40m 20 

O
H
h

〕
/

ノ陥し穴状遺構 A 焼土遺構

第6図貝の淵 I遺跡遺構配置図
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Ⅳ検出された遺構と出土遺物

1．縄文時代の遺構

繩文時代の遺櫛として、陥し穴状遺榊が3飛検州されている。住居状遺構の床而下(l") とその南IIq部

(2ﾉ#）での検出である｡ 3ﾉ!I;とも1IM世物はなく、 ll#川は不明である。

1号陥し穴状遺櫛（第7図、写真図版4）

＜位棚・検HI状況> 淵i 従区域中央部グリッドBHc8にII)概する‘》住III}状迩柵を淵從中、典褐色-tのlj《が

l)として検出された。北西側を3号溝跡によって切られている。

＜平面形・規模＞平面形は細長い瀧状で、長輔方向は北西－1打東である。規模は開u部30cm×2.56m、底

部18cm×2.55m、深さはl|'央部で'12.8cm、両端部で38-j16cm"I） 、北I叫側が深くなっている。

＜噸・床而＞短軸の断面は長ﾉj形状で、両壁とも唾直に虻ち上がっている。長軸の断IAiはフラスコ状で、

内湾しながら立ち|:がっている。底面は凹凸があるが略く締まっており、北西側が少し低くなっている。

<MI!上> 5肘に細分される。瓜色_l鳥や!j,!褐色{:がこ'；体で、 蝋li1'liはあるが奄体に締まりに欠ける‘，

2号陥し穴状遺綱（鋪7凶、写真図版4）

＜位阯・検出状況＞澗張|x域! |!火部グリッドBId7に位脱する。Ⅳ咽iniで蝋色|:の広がりとして検出さ

れた。揃乱を受け、北IIq側の一部が残存するのみである。

＜平而形・規模＞平面形は細長い満状と杉えられ、 l･&軸方liﾘは北iIq－南東である《，規模は開l」部53cmx

(l.05m)、底部23cm×(1.5m)、深さは57～70tmである。

＜収・床mi>短軸の断面は細長い逆台形状で、底iniから級<外傾しながら立ち上がっている。民軸の断面

形はフラスコ状と考えられ、内湾しながら立ち l:がっている。床IMは少しIIII凸があるが、堅く締まっている。

＜岨t> 8聯に細分される。 M.地上や!M褐色上が主体で、 蝋li性は燗いが全休によく締まっている。

3号陥し穴状過構（第7図、写真図版4）

＜位佃・検出状況> 淵i 代区域中央部グリッドBmd7に位脱する‘，Ⅳ咽面で黙色|:の広がりとして検川さ

れた。撹乱を受け、北西側の部が残存するのみである。

＜平面形．規模＞平面形は細腿い沸状と考・えられ、腿imll方liﾘは北IIq-南東である。規模は側I I部44cmx

(72cm)、底部24cm×(1.0m)、深さは50-70(mである。

＜壁・床面＞知軸の断面は長方形状で、底面から緩く外傾しながら立ち上がっている。長軸の断lli形はフ

ラスコ状と畷えられ、内湾しながら立ち上がっている。床liiは少し凹凸があるが略<締まっており、 I+j東側

が少し低くなっている。

＜埋士＞ 6咽に細分される。黒色上や黒褐色|:がi2体で、粘性は弱いが令体によく締まっている。

-15-
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層位色詞 l:R

1 101.R2/l 凪色シルト 助間色t(lOYR5ﾉ 6)3(1%)
2 1い．R2/2，冊色シルト 偵悶色土(l0YR5/6）

含(3脇） しまりなし

3 10YR3/2隅悶色シルト 世褐色t(10YR5/6)3(13%)
しまりなし

．i 黙褐色上(10YR2/2)と髄褐色士(I()YR5ﾉ‘6)の股士しまりなし
5 10PR3 /,1暗褐色蘭褐色13(1(11.R5/6)#(･1(1制しまl〕なし

宵
L=90.OOOm

,且 _QjC'
-=I&L=90.OOOm D－ぴ

胴位色捌 上性
l lOYRl.7/l無色シルト
2 10PR2/2黙褐色シルト曲褐色上(10YR5/6)3(15%)
3 10YR2/2黙間色シルト的褐色･t(IOYR5/6)#(10%)
4 10YR5/6髄褐色粘十:質シルト
5 10FR2/1肌色シルト岡褐色k(1【ﾊﾞ胴/6)含(25秒
6 10YR5/6曲脳色帖『噸シルト M側世上(l【)YR2,/2）
#(10%)

7 黄褐色上(10YR5/6)と凪褐色i:(10YR2/2)の催･t
8 10YR3/6衡掲色帖i周シルト肌冊色t(lOY鯉/2）

含(2%）

雷
恥
旦

ｊＯ９二
Ｆ
－

Ｌ
卜Ｉ

Ｅ
ｌ

F－F、

暦位色調 土性

1 10YR1.7/1 鳳色シルト
2 10YR2/1無色シルト世褐色上(10YR5/6)n(5%)
3 10PR2/2黒褐色シルト尚褐色上(10YR5/6)含(5%）
4 酋褐色土(10YR5/6)と!l(褐色.16(10YR2/2)の混 t
5 10YR1,7/1照色シルト 脚偽色t(10YR5/6)#(3%)
6 街褐色上(10YR5/6)と瓜褐色t(1()YR2/3)の腱･t

0 1 :40 2m

－－ ‐

E
+-L=90.100m

野
3号陥し穴状遣栂2号第7図 1号
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2．古代以降の遺構と出土遺物

検出されたjiilWは竪穴住居跡13棟、化居状遺櫛1棟、焼｣遺僻2基、瀧跡3条である。出士した遺物は縄

文土器、土師器、釧忠器、 イ･i器、 ｜製品である。

（1）竪穴住居跡

1号住居跡

遺構（第8例、写真図版5）

＜位置・検出状況＞調杏I型域東部グリッドAIi8･ i9･ j8･ j9にまたがって位置する。Ⅳ瞬上m

で散褐色|湘を念む黒色-tの広がりとして検出された。

＜重複関係＞なし。

＜平面形・規模＞平面形は隅ﾒL〃形で、規模は3.4×3.9mである。

＜埋土＞柱穴やt坑の埋上を含めl7刑に細分される。苗褐色|粒を念む狐色fが-臘体で、全体によく締

まっている。 l照の黒色l甚中には-l-和田a降下火山灰が含まれている。 3 ･ 7 ･ 14層は撹乱咽である。

＜壁＞ほぼ垂商に立ち上がっている。唯尚は2.9～24.lCmで、 llﾘ壁が岐も商い。

＜床而＞就褐色上である。少しl'll凸があるが、ほぼg14jilでI藩<締まっている。

＜柱穴・土坑>Pl～P8まで8個検出された。平面形はほぼ円形で、規模は従16×l9cm～24×33cm、深

さ6.6～14.4cmである。なお、柱穴ill･測値は次の表のとおりである。

柱穴計測表 単位:Cm

＜カマド＞北壁中央部に設置されていたと考えられる《，本体は残存せず、袖部の芯材として仙川きれた礫

1個と士師器艶が残っている。また、燃焼部の焼上は篠5×lOcmの不整形で、 I頃きは餓人でlcmである。

遺物（第29．3()図、写真図版22．23）

土器l～12が出土している。 l～4は坏で、 4はロクロ使用、他はロクロ不使用である。 lは底部から外

傾しながら立ち上がり、休部下端に小さな段を持っている。 I I縁部は正直気味に京ち上がl)、口縁端部は僅

かに細くなI)、口幹部は小さな丸みを持っている。内外I山加ともミガキが施され、内面は出色処瑚されてい

る。 2は外傾して立ち上がっており、内外向面ともミガキが施され、内miは掘色処理されている。 3は、縁

部が垂直気味に立ち上がり、n緑端部は肥厚し、 I 1辱部は丸みを持っている。外而は休部1,.半部にケズリ、

上半部にナデが施され、内面はミガキ後黒色処理されている。外面は煤け、口緑部近くには炭化物が付肴し

ている。 4は大きく外傾して立ち上がり、口唇部は丸みを持っている。胎tには径1～5nmの砂粒を含み、

内面は煤けている。底部切り離しはIIII転糸切りである。 l ･ 2･ 3の底部は平らに調整されている。

5～l2は上師器粥である。 5は底部の周辺が突川しており、休部は伽かに外hiしながら立ち|:がり、頚部

に段を持っている。口縁部は頚部から外傾し、n縁端部は催かに外力へ引きlllされ、口唇部はlⅡl状になって

いる。 6は頚部に段を持っている。 l_I緑部は外反し、 1－1緑端部は上力へ引きⅡ｝され、n辱部は丸みを持って

いる。内血には入念なナデが施されている。 7は小)Wの翌で、底部から外傾しながら立ち上がI)、体部中半

部から内湾し凱部へ続いている。 l｣緑部は頚部から外傾し、口縁端部は細くなっている。内面全体と外面上

－17－

番号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8

侭 18×20 18×20 17×24 16×19 21×24 24×33 21×24 21×33

深 さ
【
Ｊ
ｇ 14.4 9.4 6.6 10.7 8 7.4 12.2
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ている。凱部には段を持ち、 I~I縁部は外、しながら立:ち上がl)、 I I好部はll'l状になっている。底部には ・部

調整換がある。体部は内外1町面に炭化物が付芯している。

時期

llitj幽物から、 、I鞍時代前半と考えられる。

2号住居跡

遺棡("91Xi，写典IXI版6)

＜位世．検出状況＞調査区域中央部グリッドAni6･i7･ j6･ j 7にまたがって位置する。Ⅳ肘上

面で茜褐色1粒を含む狐色-tの広がりとして樹}1された。

＜敢襯IM係＞なし《》

＜平面形・規模＞住居跡の部が調企区域外のため全体形は明確でないが、平面形は隅ﾒLﾉJ形で、規模は

3.2×3.45mと推定される。

＜埋1:＞ 7咽に細分される。黄褐色-t粒を含む熟世上が主体で、全体によく締まっている。 2届は十ｲlllll

a降1,.火lll灰である。

<"> liq壁は外傾しながら立ち上がI)、他はほぼIWi世に立ち上がっている。砿尚は15.4～29cmで、 I財雌が

雌も尚い《，

＜床而＞蛍褐色上である。少し凹凸があるが、ほぼWI!で堅く締まっている。

＜桃穴> l個検出された。規模は筏7()×82cm、深さl7.6cmである。

＜カマド＞北唯II'央部に股悩されている。本体は残存せず、袖部の部と燃焼部の焼|:が残るのみである。

焼土は徒21×27cmのｲ確形で、厚さは雌大で2cm"l)、 よく焼成している。煙道部の規模・形状は調壷|巡域

外のため不明である。

遺物（鋪3() ・31例、 ’ﾉ丸'4IXI版23･24)

土器l3-17が出-tしている。 13はロクロ卒使用の坏である。やや丸底風の底部で、休部は外傾して立ち'二

がっている《，内面はミガキ後黒色処珊されている。

l'l～17はt帥器拠である。 14は底部の周辺が突出し、体部は伽かに外伽しながら･ｳ:ち止がっており、休部

上半部に体部最大径を持っている。u緑部は頚部から外反気味に立ち上がI)、、縁端部は値かに外力へ引き

出され、口舛部は平らに捌溌きれている。底部には水難痕が残っている． 15は底部から外傾して立ち上がI)、

体部上半部に体部股火徒を持っている。 l l緑部は頚部から2cm"InliI気味に立ち上がり、その後外側してい

る。底郊には木葉痕が磯っており、休部は内外両miとも ・部煤けている。16は体部上半部から口縁部である。

頚部に段を持ち、n緑部は外傾し、n僻部は．Fらに訓繋されている。外iniは一部煤けている。 17は休部から

u緑部で、体部中部に体部雌大径を持つと考・えられる。休部Iざ半部は煤け、炭化物が付滴している‘，

時期

出士避物から平安時代lil'卜と考えられる。
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3号住居跡

遺楕("10IHI、写真図版7)

＜位世・検出状況＞洲在区域中央部グリッドBnc4･c5･d4･d5にまたがって位i趾する。Ⅳ隔面
で載褐色士粒を含む黙褐色｣:の広がりとして検出された。

＜亜襖関係＞なし。

＜平面形・規模＞平mi形は隅丸方形で、規模は4.05×4.07mである。

＜埋土＞ 9肘に細分される。蘭褐色-t粒を含んだ黙悶色土が-k体で、全体によく締まっている。 3厨はl･

和田a降ド火山灰である。

＜砿＞ほぼ正直に立ち上がっている。盤,笥は17.9～31.6cmで、東畦が雌も,断い。

＜床而＞髄褐色士である。凹IIIIがなく平らで、緊く締まっている。

＜柱穴・土坑>Pl～P9まで9個検出きれた。 、ド而形はほぼl'l形で、規棋は径16×17cm～70×85cm、深

さ3.5～33.4cmである。なお、柱穴計測価は次の表のとおりである。

柱穴計測衷 i仙位:Cm

＜カマド＞東壁やや南側に没置されている。本体は残存せず、袖部の部が残っている。芯材として円礫

を使用し、それを粘一上質シルトで覆って櫛築されている。燃焼部の焼土は、径35×49cmのｲ噸形で、厚さは

股火で6cmあり、よく焼成している。煙巡部は利り抜き式である。断而形は梢I1:1形で､煙通の腿さは1.1mで

ある。煙川部は円形の｣:坑状で、深さは49cmあり、底部は煙道底面よI)13cmほど低くなっている。

遺物（第31 ･32図、写真図版24･25)

‐上器18～27が出i:している。 18-21は剛I＃器坏で、 18はロクロ不使用、 19～21はロクロ使川である。 18は

口縁部が垂直気味に立ちkがり、口榑部は丸みを持っている。 19は内湾気味に立ち上がり、u縁部は傾かに

外方へ折れ、口唇部は丸みを持っている《, 20は口縁部が伽かに外力へ折れ、n唇部は大きな丸みを持ってい

る。外而I 1縁部は一部煤けている。21は底部から休部ド端部で、底部切I)離しは回転糸切I)である。 18･ 19

･21は内面がミガキ後蝋色処理されている。

22．23は土師器饗である。22は体部|:半部から口縁部で、 ロクロ使用である。口縁部は火きく外傾し、端

部は他かに肥厚している‘,休部内面には炭化物が付耕している。23は底部から体部下半部で、底部から外傾

しながら､従ち上がっている。胎土には径l～5mの砂粒を多最に含み、内外両面とも火熱を受け、一部亦変

している。

24～27は須忠器蝿である。24～26は体部で、外面には破きLI痕が、内面には典I1て典痕が残っている。27は

底部から体部下半部で、大きく外傾しながら立ち上がっている。外面の体部下端部は敲き目痕がケズリによ

りiilされており、内面の当て具痕もナデにより消されている。胎士には徒1～3mの砂粒を含んでいる。

時期

出上過物から平安時代前半と考えられる。
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併号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9

篠 70×85 37×39 16×17 18×19 29×32 20×24 19×20 31×33 30×36

深 さ 33.4 5.6 7.9 9.5 3.5 14 15.1 9.3 6.3
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4号住居跡

遺構("ll ･ 12IXI、 ツjﾘ咽版8)

＜位樋・検出状況＞捌從区域中央部グリッドBnd6･d7･e6･ e7にまたがって位置する。Ⅳ層面

で瞳褐色|粒を含む蝋褐色-tの広がI)として検出された。

＜亜襖I側係＞なし。

＜平mi形・規模＞ 、l痂形は隅丸方形で、規模は4.5×4.68mである。

<MI!1:>桃穴や-i坑のjII!-上を含め141111に細分きれる。此褐色土粒を含んだ黒褐色|:粒が主体で、全体にや

わらかいがよく締まっている。 l卿には十和剛a降下火lll灰が小ブロック状で含まれている。

＜壁＞北西壁は外傾しながら立ち上がっているが、他は正直に立ち上がっている。確高は15.4～29.7cmで、

北岬晩が肢も商い。

＜床曲＞黄褐色上である。少しl''l凸があるが、ほぼ平坦でよく締まっているc

＜柱穴・土坑>Pl～P28まで281MI検出された。平面形は円形や桁円形で、規棋は径17×18cm～68×90cm，

深さ4.l～29cmである。桃穴の規棋や配脱から、 P5･P23･P25･P27が主柱穴と考えられる。なお、柱穴

計測伽は次の表のとおりである。

柱穴計測表 単位:tm

＜カマド＞北i}W雌'l!央部に投催されている。本体は残イトせず、袖部の・部が残っている。芯材として土師

器翌を使用し、それを粘士蘭シルトで樋って撒築されている。燃焼部の焼土は径43×45cmの不整形で、厚さ

は妓大で7cmあり、よく焼成している。煙道部は柵I)込み式である。煙道の長さはl.5mあI)、緩やかに下が

りながら煙III部へ続いている。煙川部は柾20×27cmの桁III形状の棚Iﾉ込みをもち、底liiは煉道庇lliよりl2cm

ほど低くなっている。

－23－

瀞号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 PlO

慌 41×60 41×50 40×51 35×40 23×28 68×90 80×85 53×65 33×38 38×53

深 さ 11.6 11.8 15．7 12.5 17.4 13.7 13 11．2 10.8 8

舟 号 Pll Pl2 Pl3 Pl4 P15 P16 P17 P18 Pl9 P20

征 26×29 25×34 41×j12 23×27 17×18 40×52 55×60 26×28 24×－ 30×－

深 さ 18.6 21 15.1 18.9 17.7 29 17.6 11.5 6.7 1O

併 号 P21 P22 P23 P24 P25 I)26 P27 P28

径 62×65 35×38 23×26 29×－ 23×25 20×20 22×25 19×21

深 き 15.3 13.2 16 4.1 23.5 17.4 20.3 17.4
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A-A, B-B･
屑位色瑚
I IOYR2/2肌褐色

2 1()YR2/1 黒色 ら

3 1()YR2/2照柵色
.1 10YR1.7/1 肌色

5 ，月褐色 1:(lOYR3/‘1

6 10YR3/.1蹄褐色
7 10YR3/3錨褐色
8 1()YR1.7/1 胤色
9 M)YR3/4暗褐色
lO lOYR3/4萌禍色
ll lOYR5/6侭柵色

I2 10YR3/･l 明褐色
I:1 1()YR3/4蹄褐色

3(15～20％）

l'1 5Ylt5/8明赤側色

IOYR2/2肌褐色

1:(10YR3/.1

トレ

性
』

。
．
。
ン

Ｉ

シルト黄褐色上(10YR5/6)#(1%)
十和田a降F火111灰合（ブロック状）

l(〕YR2/l 黒色シルト黄褐色-t(IOYR5/6)含(2”
1()YR2/2照柵色シルト黄褐色t(10YR5/6)fT(5%)
10YR1.7/1 肌色シル1． 世褐色上(1(IYR5/6)fW(2%)
DB褐色 )と枇掲色-t(10YR5/6)の混I2
10YR3/.1蹄褐色シルト照褐色上(10YR2/2)n(1%)
10YR3/3錨褐色シルト黒褐色上(1()YR2/2)t(2%)
l()YR1.7/1 胤色シルト灘褐色上(IOYR5/6)*(1%)
M)YR3/4暗褐色シルト世褐色上(10YR5/6)n(10%)
IOYR3/4萌禍色シルト戯褐色.i;(10YR5/6)#(15%)
IOYR5/6侭柵色帖t質シルト

lOYR3/‘l 明褐色シルト 黄褐色上(1l)1.R5/6)h(20%)
1()YR3/4蹄褐色シルl、 此褐色-t(l0YR5/6）

3(15～20％）
5Ylt5/8明赤側色シルト焼上

一旦
I旦L=89.950m l4
4

ｍ

釜
００６●９８

一
一

○
Ｌ
２

L=89.700m
1 1'
燗位色調
l lOYR2/l
g lOYR4/6

e〃
U

－但一 士性
シルト

シルト

爪色

褐色

P9

上性
シルト

シルト

e一⑧' P6
層位色詞
I IOYR2/2照褐色

2 1()YR2/3黒褐色

黄褐色上(I｛ﾊ'R5/6)n(3%) 141二粒含(職）
黄褐色上(1(DYR5/6)含(40%)焼土粒含(1％）

第11図 4号住居跡（1 ）
0 1:60 2m

トー _ 一三一二一_ ）

－24－



a a･ b b' c- c
暦位色調 上竹：
l 10YR3/;＄略測色シルト晩上*WW(2%)
2 7.5YR3/3暗柵色シルト焼上粒介(1％）
3 にぷい黄褐色土(IOYR'1/3)とにぶい此測色t(10YR5/4)の鵬t
焼土粒含(l”

4 10R5|/6仇褐色シルト
5 10YR2/3冊褐色シルト晩t随(2兜）
0側褐色上(10YR3/3)と凸褐色上(101.R5/6)の股I；
7 101･R2/2 IM閏色シルト炭化物含(1%) IntWS(51i)
8 5YR3/3略赤褐色シルト
9 IOYR3/･1暗柵色シルト焼上粒併(10%）
1(1 10YR3/2 PM冊色シルト黄褐色t(10YR5/6)含(l調）
11 10YR3/2M柵色シルト笛褐色1;(10YR5/6)含(識）
12端柵仏1:(10YR3/4)と碗褐色-t(10YR5/|6)の隈Iら
13 5YR4/･I にぶい亦褐色帖･I:筒シルト晩t
1｣I 7.5YR3/I M{閲色シルト亦糊色I8(2.5YR4/6)8(3(IJ)
15 7.5YR3/2 !M褐色シルト亦掛色t(2.5R4/6)含(10”
16冊褐色土(10YR3/2)と黒褐色t(10YR#/2)の混上
巌化物含(1%)MI:粒含(1%）

l7 10YR41/3にぷい闘渦色シルト 1朏色13(10YR3/4)含(1”
18 Mﾙ赤褐色上(5YR3/4)と!M褐色t(10YR2/3)の鵬t

L=89.6oom_bI,b_

一-一軍三さ/-－＝＝

L=89.850m

,d- 一d'1L=89.850m clC
1

~L_r2掘皇_当逗塾 0 1:30 1m
ヒーーー寺t－－1

第12図 4号住居跡（2）

遺物（第32～341叉|、写典図版25～27）

土器28～42と土製品43が出士している。28～30は土師器坏で、28はロクロ不使用、 29．30はロクロ使用で

ある。28は位かに内湾しながら立ち上がり、口緑部は端部から5nmで僅かに外ﾉjへ折れ、 I I辱郁は大きな丸

みを持っている。内Imはミガキ後照色処理されている。休部外而は沈線が1本巡っている。 29は庇部から外

傾して立ち上がっている。内iiiはミガキ後黒色処珊され、無色処珊は外面｢I縁部下lcmまで及んでいる。底

部切り離しは回転糸切りである。30は口縁部が少し肥厚し、口ﾔ部は丸みを持っている。内miはミガキ後肌

色処FI!されている。休部には蝋齊きれているが、 部分のため*I職できない。

31～40はロクロ不使用の士師器翌である。 31は底部の周辺が突出し、体部は少し外傾しながら立ち上がっ

ている。頚部に段を持ち、口緑部は頚部から外反気味に京ち上がり、 I I緑端部は上方に引き出されて細くな

I)、 I I唇部は小さな丸みを持っている。u緑部内Ⅲiは部煤けている。 32は底部周辺が{縦かに突川し、休部

は少し外傾しながら立ちkがっている。休部上半部に体部妓大徳を持ち、頚部には段を持っている。口縁部

は頚部から正直気味に立ち上がった後外傾し、u僻祁は平らに洲幣されている。休部は内外l山j而とも部煤

け、内而体部中部には炭化物が付満している《’33は底部周辺が倣かに突lliし、休部は外慨しながら立ち上

がっている。体部l:半部に休部最大径を持ち、頚部に段を持っている。 I I縁部は垂直気味に立ち上がった後

外傾し、 I｣緑端部は外方へ引き出され、 l｣唇部はﾒLみを持っている《，内外両而ともに煤け、 l l緑部外面には

炭化物が付消している。34は休部上,|郡に休部ilt大任を持ち、珈部には小さな段を持っている。口絨部は外

傾してfち上がり、口緑端部は{蝋かにk方へ引き出されている。内外i山j面とも煤けている。35は底部から少

し外側して立ちkがっている。体部外而は一部ミガキが施され、庇部は平らに洲轆されている。36は俄かに

外慨して立ち上がっている。頚部には段を持ち、 l｣縁部は外側もしくは外反するものと拶・えられる。底部は

一部平らに調轆されている。37は大きく外傾して立ち上がっており、体部外面にはケズリが施されている。

外面は・部煤けている｡38は内湾気味に立ち上がっている‘，胎i:には稚’～2Inmの砂粒が含まれ、将に底部

には徒lmnの砂粒が多く含まれている。 39は庇祁から外側してjZちl:がり、その後内湾している。体部外

面は一部ミガキが施されている。4〔〕は底部の周辺が突出し、体部は外傾して立ち上がっている。底部には

－25－
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iflnmの砂粒が多撒に含まれている。38～40は砂底上器と考えられる。

'l1は須恵器蝿である。体郡上半部に休部最大径を持ち、口縁部は頚部から倣かに外傾して立ち上がってい

る。 11縁端部は外方へ引き出され、L｣辱部は上方へつまみ出されている。外面は部煤け、内面下部には炭
化物が少l,t付折している(》

42は流れ込みと考えられる弥生土器である。蕊で、 RL単節の繩文原体を川い縞縄文が施されている。

43は紡錘単である。中央部に径6mの穴があいている。上・卜両而とも平らに調整されている。

時期

出-|迩物から、平安時代iii半と考えられる。

5号住居跡

遺櫛("13図、写真図版9)

＜位随・検出状況＞調査Ⅸ域中央部グリッドBmcO･clに位i圏する。Ⅳ府面で褐色l:を含む黒色l:の

広がりとして検出された。

<iR襖関係＞なし。

＜平面形・規模＞平面形は隅丸方形で、規模は3.3×3.65mである。

＜剛士＞ 5肘に細分される。照色-laや照褐色士がil体で、褐色1粒を含んでいる。 5!付には十和HIa降ﾄﾞ

火1l1灰が含まれている。

＜暇＞西唯は外傾して立ち上がっており、他はほぼ唯直に立ち|:がっている。壁高は17.4～29.3cnlで、東

砿が最も商い《，

＜床而＞前掲世上である。少し凹凸があるが、堅く締まっている‘，

<-t坑>Plが検出されている。平而形は侭55×88cmの不整形で、深さは最深部で32cmある。貯蔵穴と考

えられる。

＜カマド＞北雌!｛』央部に投世されている。本体は磯存せず、袖部の部が残っている。芯材･として礫を仙

用し、それを粘土質シルトで殺って構築されている。燃焼部の焼|:は径42×50cmの楕円形で、厚さは妓大で

7cmあり、 よく焼成している《,煙道部は部lり抜き式である。煉遊は断面形が1I1形で、ゆるやかに下がりなが

ら煙川部に続いている。煙道の災さは9()cmである。蝿川部はI11形の上坑状で、深さは41cmである。底部は18

x25cmの楕円形状に瀧んでいる。

遺物（第33．34凶、写真IXI版27)

上器44～46が川tしている《, 44はロクロ不使川の|:IIIj器坏である。休部l､端部に小さな段を持ち、体部は

小さく外傾しながら立ち上がっている。 I~I維部は細くなり、口唇部は小きな丸みを持っている。底部はﾒL底

風で、 「×」の線刻が認められる。内面はミガキ後無色処理されており、黒色処即は口縁部外面2cmまで及ん

でいる。

45は蕊である。底部から小さく外傾しながら立ち上がI)、休部｣:半部に体部岐大従を持っている。頚部に

は段を持ち、「I縁部は頚部から外傾して立ち上がり、口緑端部は1蝋かに外方へ引き出され、 I I唇部はIIII状に

なっている。底部はケズリが施ざれ1えらに捌終されている。外面は全体に煤け、n緑祁に炭化物が付消して

おり、内面も休部が一部煤けている。46は土師器のNKで、 6号住鵬跡出土の糾llﾊﾞと接合したものである。休

部は外傾しながら立ち上がり、口縁部下2.5cmに小きな段がある。底部にはI尚径5.3cmの穴があいている。内外

lljjiliとも部煤け、胎上には徒l～5nmの砂粒が含まれている。

時期

出上遺物から、平安時代前､ドと諺えられる。

－26－
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A--A' B-B'
眉位色刷 上性
1 1(ﾊ'R2/I IM色シルト柵色I:(I{ﾊ'R｣1/6)3(1%)
2 10YR2/2 !M褐色シルト悶色t(11)YR41/6)含(5%）
3 10YR2/3側褐色シルト褐色t(IOYR4/6)含(40%）
4 10YR3/6髄褐色シルト
5 1(ﾊﾞR2 '1 側色シルト l和、【'降卜火lll灰含(‘1(隅）

L=90.OOOm

鱈､rS

4 _q d－d

燗位色調 t性
l 略褐色士(101'R3/3)と閃褐色 t(1(IYR5/6)の舵t
" t粒介(3<剛

2 MI褐色t(101.R3/2)と此柵色･ﾅ:(1(ﾊ'R5 !' li)の批上
焼上粒禽(苫～狐,）

炭化物含“＄〉

災化物魚(猟）

0
1‐

1:60
4

2m

寸ここゴラ

=電塁嬰

a-a' b-b. C C'
崎位色調 一tfl：

l 5YR4/6赤褐色粘t間シルト焼_上
2 7．51．R:1/2黙褐色シルト晩｣粒念(1
3 7．5YR‘l/‘l 褐色シルト晩・t仙禽(1％
･l 5YR･I/8赤織色嶮t

5 1(ﾊ.Rl.7/1 1M仏シルI、 尚柵色!z(11
6 101．R3 /3暗掛色シルト 側出色t(l

14.1粒き(2%）

7 1()YR5/6苗褐色シル1， 帖t間シル
8 1〔ﾊﾞR2/2黙褐色シルト蝿乱）
9 101･R3/2黒褐色シルト 此柵色-t('
10 1(ﾊ,R5/6仙掛色帖土質シルト肌褐
11 】(ﾊ'鯉/2肌褐色シルl、 此測色1:(1
12 曲側仏t(I(ﾊ･R5,/li)と略階色上(】(n，R3

粘t間シルト焼_上
△〃

０

ｌ

ｍ

Ｃ

００９●９８
一

一Ｌ
一Ｅ卜

腿色上(1()YR2/1)3(3%)
‘ シルト晩｣粒念(1％）
シルト晩・t仙禽(1％）
晩t

シルI、 尚柵色!z(11ﾊ.lt5/6)3(196)

シルト 側出色t(I1)YR5,/6)#(,1帆〃炭化物き(1%）

シル1， 帖t間シルト暗褐色上(10YR3/･1)3(10%)
シルト蝿乱）

シルト 此柵色-t(I()YR5/6)#(15%)焼上粒含(2%）
帖土質シルト肌褐色上(IOYR2/2)赤(識）

シルl、 此測色1:(1(内，R5/‘6)含(Z(M冊）鮠上粒禽(拙）
Ii)と略階色上(】(n，R3/3)の鵬1台 カマド偶纂t

0 1:30 1m

LL=89.900m bl

一睡皇八一ELzz久 ①が～ノ

【 一

第13図 5号住居跡
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6号住居跡

過棡（第14図、ぢ:真図版10)

＜位悩・検出状況＞調俺区域グリッドBnf7･ f8にまたがって位世する。Ⅳ層而で黄褐色1粒を含む

#』褐色上の広がりとして検川された〈，

＜繭複関係＞北東部の一部が2号柵跡によって切られている。

＜平而形・規模＞平面形は隅丸方形で、規模は3.15×3.23mである。

<MI!t> 6刑に細分される。此褐色上粒を含む!M褐色上がｲﾐ体で、全体に締まり、粘性がある。

＜壁＞東噸は韮直に立ち上がっており、北壁とllu壁は外傾しながら立ち上がっている。南壁は削平され残

〃しない。壁高は2.8～18,9cmで北壁が股も高い。

＜床而＞戯脚色|:である。凹凸があり、小礫をたくさん含んでいる。全体に堅く締まっている。

＜住穴・土坑>Pl～P6まで6個検出された。平面形は円形や楕円形で、規模は径22×27ml～al×73cm

で、深さは8.1～18.5cmである。柱穴訓測値は次の災のとおりである。

柱穴計測表 lii位:cm

＜カマド＞北壁中央部に設世されている。本体は残存せず、袖部の一部が残っている。芯材として礫を使

川し、それを粘一|:質シルトで覆って柵築されている。燃焼部の焼土は、径35×40cmのｲく幣形で、 l単さは最大

で3cmあり、 よく焼成している。煙近部の形態は不Iﾘjである。蠅道の僅さは9()cmあり、ほぼ水･|4に煙lli部へ

続いている。煙出部は2号溝跡によって切られておI)、径20×23cm、深さ9.lcmのIII形状の掘I)込みが残って

いる。底面は煉道底面よりllcInほど低くなっている。

遺物（第34･35IXI，写典lxl版28･29)

土器47～57が出土している。47～51はl伽器坏で、 51はロクロ使用、他はロクロ不使用である。 47は底部

から内湾気味に立ち上がっている。「I緑端部は肥I¥し、口唇部は丸くなっている。体部ド端部に段を持ち、

ﾉ蛾liは府かれ､ドらに調整されているG, 48は継ぐ内淵しながら立ち上がっている。底部は暇かれ平らにiﾘﾘ整さ

れている。49は内湾しながら立ち上がI)、体部下端部に段を持っている。底部は丸底風である。R)は小さく

外慨して立ち上がり、底部は膳かれ平らに調整されている。47~50の内面はミガキ後黒色処理されている。

51は大きく外傾して立ち |:がっている。 I I緑部は伽かに肥厚し、 I_1縁端部は細|<なり、口梓部は小きな丸み

を持っている。底部切I)離しは回転糸切I)である。

52は1名師器鉢である。体部は底部から8mn位まで飛直気味に立ち上がり、その後外剛して立ち上がってお

り、休部上半部には段を捗っているo I I縁部は倣かに肥厚し、底部はやや上げ底風になっている。内IIliはミ

ガキ後黒色処理されている。

53～57は土師器蕊である。53は底部から外傾して立ち上がっているものと考えられる。体部上半部に休部

雌火径を持ち、頚部には段を持っている。 l~1縁部は凱部から垂戒気味に立ち上がり、その後人きく外灰して

いる。n縁端部は上方に引き出され、n幹部は小さな丸みを持っている。体部は内外向miとも煤けている。

54は底部のl!1辺が繩かに突出し、体部は内湾気味に立ち上がっている。頚部には小さな段を持っている。内

外I山j而とも煤けている。55は底部の周辺が僅かに突川し、休部は外傾しながら立ち上がっている。底部は中

心部が直径5cmの範囲で2nnn程くぼんでいる。砂底土器と考えられる。 56･57は外傾して立ち上がり、内外

－28－

番号 Pl P2 P3 P4 P5 P6

径 43×48 22×27 22×29 54×73 35×37 －×63

深 さ 10．4 8.6 10.8 11.6 18.5 8.1
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焼土粒含(3%）炭化物含(1％）
2 10YR2/I 照色シルト菰褐色士(10YR5/6)ir(1%)
3昭褐色｣:(I()YR3/4)と尚褐色l:(IOYR5/6)の泥土
･1 1()YI《1‘7/1 冊色シルト
5 1()YR2/1 !M色シルト
6 10YR5/6髄褐色帖-1;質シルI、

0 1:60 2m
I一一'－－－－－ 1

A!
一弓

1

|",‘
T囚

=二二一
C'，

.一‐|C L=89.800m
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ノ違圭参一一一
a-a' b-b'
層位色調 土性
I 5YR5/6明赤褐色シルト焼-t

2 7.5YR4/6褐色シルト焼士粒含(2%)炭化物含(1％）

3 10YR3/2川褐色シルト 苗褐色上(IoYR5/6)n(5%)焼上鮒肯(1％）
｡1 10YR2/3川間色シルト焼上粒含(2”
5 Eﾙ褐色_l:(10YR3/3)と胸褐色_la(IOYR5/6)の混t

6昭渦世上(1()YR3/2)と茜褐色上(10YR5/6)の混土
7 10YR2/2 M1測色シルト麓褐色｣:(IOYR5/6)a(10%)
8 10YR2/3 1M褐色シルト黄禍色上(10YR5/6)含(15%）

炭化物含(2%）焼土粒含(1％）
9 にぷい髄褐色_l:(IOYR4/3)と黄褐色上(10YR5/6)の提1皇

0 1:30 1m
1－－ヤー． →

C－C

層位色詞 土性
1 10YR4/4褐色シルト

2 1(1YR4/jI 褐色シルI,暗赤褐色k(5YR3/6)#(1%)
:l 5YRn/6端ﾊ柵色シルト 褐色上(IOYR.1/4)､(I(1%)

略褐色t(5YR3/4)#(11)%)

4 10YR5/() 此側色粘土質シルト M蝿仏t(10YR2/帥含

第14図6号住居跡

両面とも煤けている。

時期

出土遺物から、平安時代lii半と考えられる。

－29－



7号住居跡

過棡("15図、写典IxI版ll)

＜位ii'i･検出状況＞調査区域中央部グリッドBmal･ a2にまたがって位世する。遺柵の北側半分は調
制え域外である。Ⅳ刷而で黄褐色1粒を含む蝋色上の広がりとして検出された。

＜輌複1m係＞なし(，

＜平而形・規模＞平面形は隅丸方形と推定される。規模は（255)×4.9mである。

<MI!-t> 13肘に糺ll分される。黙色士や照褐色上がii体で、いずれも茂褐色土粒を含んでいる。

＜盤＞東聴は垂if(にi〉:ち上がり、 llu壁と南壁は外航しながら立ち｣:がっている。鮭間は19.l～32.7cmで、東
確が雌も高い。

＜床而＞戯褐色上である《,全休に畷<締まるが、木根により撹乱を受けIIIIIII1がある。

＜柱穴・上坑>Pl－P4まで4個検出された。 、ド面形はほぼl'l形で、規模は徒24×32cm～70×78cm、深

さ10.l～312cmである。なお、柱穴ill･測値は次の災のとおI)である。

柱穴計測表 jii位:cm

＜カマド＞他のｲ};居跡の例から考え、北壁（洲稲X域外）に彼i趾されているIり．能性がある。

遺物（第35～37IXI、写真図版29～32)

上器58～87と荷器88が川上している。58～76はロクロ使iWのtRIIj器坏であり、底部切り離しは71 ･74を除

いてlul純糸切I)である。58～62は内lliがミガキ後!jI色処理されている。58は外傾して立ち上がり、口縁端部

は外方へ折れ、 l｣辱部は小さな丸みを持っている。体部には1E位で「寛」と恥lfされている。59は内湾気味

に､Xち上がっている《) I I縁端部は伽かに肥厚し、 I I催部は小さな丸みを持っている｡狐色処珊は外Ihiにまで

及んでいる。60は外傾して立ち|:がり、 I I縁部は価かに肥厚している。61は外傾して立ち上がり、 l l縁部は

位かに外〃へ折れている。62は外慨して立ち止がり、n縁部は伽かに肥厚し外ﾉﾉへ折れている。63は大きく

外側して立ち上がっている。外而は休部と底部の一部が煤けている《, 64は内湾飢味に立ち上がっており、口

縁部は肥厚し、u唇部は小さな丸みを持っている。LI縁部は内Ⅲiの部が煤けている。65はノミきく外傾して

ｳ:ちkがっている。 l｣緑部は傭かに肥厚し、 LI辱部は丸みを持っている。内Iiiは一部煤けている。66は外傾

して虻ち上がっている。 l l緑部は外方へ折れ、 ll僻部は小さな丸みを持っている。67は大きく外側して立ち

上がっている。口縁部は僅かに肥厚している。内而は一部煤けている。63～67はいずれも形が擢んでいる。

68は内湾気味に立ち|きがっている。口緑部は肥厚し、外方へ折れている。体部外面は火熱を受け、 ･部赤変

している。69は外傾して､>:ち上がっており、U緑部はﾒLみを持っている。7()は内謝気味に'〉:ち|:がっている。

u緑部は肥厚して外方へ折れ、u僻部は丸みを持っている。71は大きく外傾して戒ち上がっている。u縁部

は肥l!ﾉし、 I I辱部はﾒLみを持っている。体部は内外向巾とも ・部煤けている。休部径に比べ底部繩が小さい。

72はIj1湾気味に立ちl:がっている。 I I緑部は大きく肥厚し、 I I辱部は丸みを持っている。73は大きく外傾し

て立ち上がっている。口縁端部はやや細くなり、口唇部は小さな丸みを持っている。74は外傾して立ち上

がっており、u唇部は丸み持っている。体部外耐には黒斑があI)、胎I:には砂粒が多く含まれている。75は

内澗気味に立ち上がっている。 1－1縁端部は少し外方へ折れ、 I_1好部は小さな丸みを持っている。76はI_I緑端

部が少し肥厚し、 I I孵部は小さな丸みを持っている。

－30－

冊 号 Pl P2 P3 P4

篠 70×78 63×75 24×32 27×33

深 さ 21.7 31.2 10.1 28.8
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シルト
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第15図 7号住居跡

77～80はロクロ使用の須恵器坏である。77は内湾気味に立ち上がり、 l｣縁部は肥IIZして外力へ折れている。

78．79は外傾して似ち上がっており、 79のLI緑端部はやや紐|くなっている。80はやや内湾気味に鞭ら上がっ

ており、胎kには裾1nmの砂粒が多く含まれている〔》 〃蹄M切り離しはいずれもlul 'ﾙi糸切りである。

81はロクロ使川の土師器椀と考えられる。底部から内湾しながら立ち上がり、 2cm位から恥直筑味に立ち

上がっている。休部・底部とも内外両面煤けている。底部切I)離しはl''l転糸切りである。

82．83はtIIIj器の鉢形土器である。いずれもロクロ仙川で、底部切り離しは也1帷糸切りである。82は内謝

して立ち上がった後4cm位から轆血気味に立ち上がっている。口縁部は外傾し、u緑端部は上方ヘリ|き州さ

れ、 I 1辱部は小さな丸みを持っている。外1hi余体と内面休部上半部から1_1緑祁にかけて煤けている。83は内

湾飢味に立ちkがっている。 1 1緑部は頸部から外傾し、 1 1緑端部は伽かに肥厚している。外Ihiは全体に煤け、

内Itiは口縁部が煤け、炭化物が付蒜している。

-31-



84はロクロ使用の土llli器の鉢珊l器または認である。外傾して立ち上がっており、外Iniは煤けている。底
部切り離しはu転糸切りである。

85はロクロ使用の土師器の小型坏である。底部から少し外傾して立ち上がっている。口縁部は内湾し、n

呼部は小さなﾒLみを排っている。底部切り離しはIJ転糸切りである。

86は土師器の耳IⅢである。ロクロ使用で、底部切り離しは回転糸切りである。

87はロクロ使用の須恵器蕊の体部片である。外面はヘラナデされている‘》

88は,Li蝿である。柵断面形は台形状で、両側緑と先端に〃部が形成されている。

時期

出士遺物から、平安時代前半と考えられる。

8号住居跡

遺構（第16同、写真図版l2)

＜位趾・検出状況＞捌企区域II!央部グリッドBnc2･ C3･d2･d3にまたがって位慨する《，Ⅳ墹面

で髄褐色士粒を含む暗褐色上の広がりとして検出された。

＜亟複関係＞なし。

＜平面形・規模＞平面形は隅丸方形で、規棋は3.35×3.92mである。

＜埋土＞ 4燗に細分される。黄褐色上粒を含む略褐色土が1;体で、令体に堅く締まり、粘性がある。

＜噛＞外傾しながら立ち上がっている。壁I奇は7.2～26.6cmで、東壁が肢も商い。

＜床面＞諭褐色上である。全体にIIIIIIIIがあI)、堅く締まっている。

＜柱穴・士坑>Pl～P3まで3個検出された。平面形は円形や楕円形で、規模は筏21×23cm～54×79cm、

深さ4.2～10.8cmである｡なお、柱穴iil測価は次の表のとおりである。

柱穴計測表 lド位:cm

＜カマド＞北壁！|'央部に設世されている。本体は残存せず、袖部の一部が残っている。芯材として礫を使

用し、それを粘|質シルトで覆って柵築されている。燃焼部の焼土は徒33×63cmの楠|』l形で、似さは最大で

4cmあり、 よく焼成している。煙道部は利り抜き式である。蝿道の長さはlmあり、級やかに卜．がりながら

煙出部へ続いている。煙出部は円形の1坑状で、深さはM.7cmあり、底面は煙道底而より21cmほど低くなっ

ている。

遺物（鋪37図、写真岡版32）

1器89～95が出土している。89～92はロクロ不使用の土師器坏である。89は外傾して立ち上がっており、

体部卜端部には段を持っている。口縁部は僅かに外方へ折れ、 LI唇部は丸みを持っている。底祁はﾉL底風で

ある。90は外傾して立ち上がっている《,鵬部は14らに調轆きれている。91は内湾しながら立ち上がっており、

n緑部は垂直気味に立ち上がっている。底部は丸底風である。92は内湾して立ち上がっており、体部に段を

捗っている。いずれも内而はミガキ後無色処理されており、 89～91は外Imもミガキが施されている。

93～95はロクロ不使用の1:師器弧である。93は底部の周辺が伽かに突lllし、体部は底部から少し外傾しな

がら立ち上がっている。体部は上半部に体部最大徒を持ち、頚部には段を持っている。口縁部は頚部から外

－32－

番 号● Pl P2 P3

径 別×79 28×一 21×23

深 さ 10.2 4．2 10．8
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95は休部上半部に休部jl&火従を排つと勝えられ、継ぐ内泌しながら頸部へ続いており、頚部には段を勝って

いる。口縁郁は頚部から2.5cm垂直に立ち上がった後外鰄している。内外lllmとも煤け、内面には炭化物が少
量付篇している。

時期

出土遺物から、平安時代前半と考えられる。

9号住居跡

遺栂（第l7図、写真図版13)

＜位置・検冊状況＞捌査区域中央部グリッドBmd4･d5･ e4･e5にまたがって位侭する。Ⅳ屑面

でにぶい黄褐色上粒を含む螺褐色土の広がljとして検出された。

＜重複関係＞なし。

＜平面形・規模＞ 、IzIHj形は隅丸方形で、規模は3.85×4.06mである《，

<MI!_I:> 8胴に細分される。にぶい此褐色士粒を含んだ"鯛色1:が主体で、堅く締まり、Wi性がある。

＜型＞南東壁は外噸しながら立ちkがり、他は垂直に立ち上がっている。確高は8.7～23.9cmで、北東砿が

雌も商い。

＜床Im>戯褐色-tである‘,小礫を多;,tに含んでおI）、少しIIIII!IIがあるが略<締まっている。

＜柱穴・土坑＞検出されなかった。

＜カマド＞ 、|上抑職II!央部に設世されている。本体は袖部の一部が残る。燃焼部の焼土は朧43×53cmの不整

形で、厚さは股大で5cⅡ】ある。煙道部は判り抜き式である。煙道は断lli形が不整形で、級やかに|､.がりなが

ら煙出部へ続いている。煙道の長ざはl.26mである。煉出部はIII形の|坑状で、深さは44cmあり、底部は煙

道底面より16cmほと'低くなっている。

週物（第37．38図、写』'4IXI版32～別）

士器96～109がllil:している。96.97はロクロ不使用の土師器坏で、どちらも内面はミガキ後蝋色処理され

ている。96は底部が平らに調樅されており、休部は底部から内謝しながら立ちkがり、体部II!部に段を持っ

ている。黒色処III!は'二1維部外面3cmまで及んでいる《) 97は内湾しながら型ち上がっており、休部中部に段を

持っている。無色処理は外面にまで及んでいる。外而もよく磨かれている。98はロクロ不使川の上師器高台

付坏である。台部は大きく 「八」の字状にIHIいている。休部は内湾して立ちkがっておI）、 I~I緑部は將干内

湾気味になっている。体部外而中部には段を持っている。無色処FI!はl l縁部外伽5cmにまで及んでいる。

99～108はロクロイ《使用の土師器蕊である(, 99･ l側は底部～u縁部である。 99は僅かに内湾気味に立ち上

がっており、休部!|!部に休部最大様を持っている。頚部には段を排ち、口緑部は頚部から大きく外城し、 「I

緑端部lcm下から小さな「く」の宇状に斜めﾋﾉﾉﾍﾘ|き出されている‘,庇部のI,1辺は大きく突出している。外

向は煤け、頚部付近には炭化物が付着している。 lOOは外傾して立ち上がって、体部II!部に休部雌大佳を持

ち、内湾しながら頸部へ続いている。頚部には段を持ち、口緑部は釧部から大きく外傾し、 I_I縁端部lcm下

から小さな「く」の宇状に斜め上方へ引き出されている。底部は当I4らに糾整され、周辺は突出している。内

面は体部中部に、外面は体部上半部にそれぞれ炭化物が付着している。

lOl～104は休部～口維部である。 lOlは内濁しながら頚部へ続いている。頚部は段を持ち、 I_I縁部は頚部

から大きく外傾している。外面は煤けている(, l()2は休部l:半部に体部肢人従を持ち、 「〈」の'ig状に折れ頚

部へ続いている。頚部には段を持ち、 I I縁部は頚部から外傾し、 I I縁端部はやや肥厚気味である。外面は煤
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刷
一△

気堅イ
御

C
~---1

一軍
//]占

1重f

年＝≦ 尋Z

途”
A－A′ B－B，
埆位色鋤 t性

l 10YR2/2熱褐色シルトにぷい世測色t(10YR･1/3)if"%)
2 10YRZ/3脱褐色シルト にぷい伐悶色士(10YR&1/3)3(40%)
3 1〔ﾊﾞ“/4蹄褐色シルト 褐色Iz(IOYR4/4)含(50別）
4 10YR2/2期褐色シルト IM色l:(IoYR'1/4)fi(30%)
5 1()YIt2/1 1AI色シルト 褐色I:(IOYR4/J1)3(5%)
6 1()YI<'1/'1 禍色シルト
7 】(ハ.'《2/2照櫛色シルト にぷい曲褐色t(10YIt,1/3)f『(5%）
8 此惜色上(10YR5/6)と晴褐色土(10YR3/4)の混上

-4
、 琿

,A'
トー

篭

琴:’窯
嵐

、
》
」

1:60 2m
－房一 1

L=90.100m

C C'
ﾄー － 1

－一

gヲ

T・

'四

型gLL=90.000mトュL=90.100m
地山

層付色調 －1二性
I 5YR‘1/品 ハ禍色粘上質シルト焼上
2 1(（R2/2側褐色シルト （撹乱）

3 10YR2/3 1M褐色シルト 此褐色t(10YR5/6)fr(7%)
･I 端褐色t(10YR3/4)と側色･if(loYR4/4)の混t
5照褐色t(10YR2/:1)と褐色上(11)YR‘1/6)の混上

II)YR2/1熟色シルト

11ハ.'《3/.l 暗褐色シルI、 測色t(10YR2/1)#(:11)%)
褐色_lも(lOYR･I/6)行(30‘い

olOYR･1/6悶色シル!、 1:30
5YR4/↓にぶいﾊ褐色鮎上質シルト晩l: t_－－

６
７
８
９

1m

二

第17図 9号住居跡

けている。

103は休部から内湾して頚郁に続いている。頚部には段を持ち、 '三1絲部は頚部から大きく外傾し、 II緑端部

l.5cm下から「〈」の字状に斜め上方へ引き出されている。外面は煤けている。 lOlは頚部に段を持ち、 「I緑

端部ドlcmに沈線が一本巡っている。外而は煤け、 l l縁部には炭化物が少llt付称している。

lO5～107は底部～体部で、底部の11辺が突川し、体部は外賊(1()5･106) または内湾凱味(107)に立ち上

がっている。いずれも外面は煤けており、 106には炭化物が付肴している。

108･109は小墹の蕊である《, 1()8は底部から内湾してⅨち上がり、休郁巾部に休部雌大慌を持っている。弧

部には小さな段を持ち、 「I絨部は凱部から外伽し、 I 1縁端部は伽かに外力ヘリ|き出され、やや肥厚気味であ

る。外面は煤けている。 109はｲ埴かに外傾して'):ちI:がっておI)、頚部に段を持っている。底部は平らに澗
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糖されている。内外両而とも一部煤けている。

時期

出土遺物から、平安時代前半と考えられる。

10号住居跡

遺構（第18～20図、写真Ⅸ1版14． 15)

＜位悩・検川状況＞澗森lX城『|』央部グリッドBud9･ e9･ f9、 BWdO･ e() ･ fOにまたがって

位世する。MW而で、黒褐色士の広がりとして検出された。

＜重複関係＞南西部を3号瀧跡によって切られている。

＜､14而形・規模＞南東唯とifi西壁の一・部が残存せず全体形はIﾘj硴でないが、隅ﾒL方形と椛定され、規模は

7.95×(6.5)mである。

＜埋土> 11屑に細分され、瓜褐色上が主体である。全体にI終<締まっている。

＜盤＞北西壁はほぼ垂直に立ち上がり、肘ﾘ確と南東壁は外航しながら正ち上がっている。壁尚は5.3-

22.4cmで、北西壁が最も高い。

＜床而＞茜褐色上である。全体に票〈締まっている。南東部は小礫を多最に含んでおり、北llﾘ部に比べ10

Cm畷低くなっている。

＜柱穴・土坑>Pl～P21まで21個検出きれた。平面形は円形や楕円形で、規模は径17×19cm～78×80cm、

深さ8.1～42.9cmである。柱穴の配置から、 Pl ･P12･P17･P19が主柱穴と考えられる。なお、柱穴計測

値は次の我のとおりである。

柱穴計測表 単位:cm

＜カマド＞作り替えである。旧カマドを1号カマド、新カマドを2号カマドとする。

[18･カマド〕 北西雌中央部に設澗されている。本体は残存せず、刺り抜き式の煙道部が残っているのみ

である。煙道は断面形が桁円形で、長さは70cmあり、緩やかに．ドがりながら煙出部へ続いている。煙州部は

円形の士坑状で、深さは47cmあり、底Ihiは蝿道底而より7cmほど低くなっている。

〔2号カマド〕北西壁II!央部、 1号カマドの左側に設置されている。本体は磯存せず、袖部の一部が残っ

ている。芯材･として土師器鍵を使用し、それを粘土質シルトで覆って構築されている。なお、断Ihi観察から、

地山に照褐色-l:と黄褐色1:の拠士を貼り、その上にカマド本体を櫛築した様了･がうかがえる。燃焼部の焼土

は征47×48cmの不整形で、叩さは最大で5cmあり、 よく焼成している。煙道部は刺り抜き式である。煙道は

－36－

稀 号． Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8

椎 32×37 38×46 17×22 23×29 55×71 18×20 69×72 18×20

深 さ 42.9 33.9 12.2 17.6 14.5 8.1 15．7 9.9

稀 3． P9 PlO Pll P12 P13 P14 P15 P16

径 27×32 22×23 37×40 28×34 28×32 24×26 28×31 29×31

深 さ 23.1 8．3 40.5 39.9 14.3 9.9 17.2 12

祢 号 P17 Pl8 P19 P20 P21

径 21×24 17×19 48×一 34×－ 78×80

深 さ 11．3 10 10.7 27.7 23
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A－A′ B－B‘ C--C'
層位色鯛 土性
1 lOYR2/l 叫色シルト
2 101'R2/3 M鴨色シルト 褐色I
3 1(ハ･R3/6仇褐色鮎-t筒シルト

‘1 1(ハ・R2/3肌褐色シルト 醐偽@
5 1(n・R2/2蝿褐色シル1，

6 2．5Y(i/3にぷい黄色砂間シルト
7 10YR:1/2黒褐色シルト

8 10YR2/2鼎褐色シルト柵色」
9 1イハ・lt2/I M(色シルト にぶいj

10 10YR.l/6褐色シルI、 '1､鋤愈

11 2.51･7/3拠伐色砂質シルト

褐色I:(IOYR'1/6)n(紗｡） 赤褐色t(2.5YR'l/li)n(1%)
ルト

鮒褐色I:(10YR5/(i)n(I".)

,ルト十和田a降下火111灰

柵色上(1()YR4/6)fr(5%)
ぶい出褐色k(10YR,1/:外含(I()%)小観念

L=89.600m

蕊4
f-f'

層位色到 t性
1 10YR3/3略褐色シルト 禍色_l;(IOYR4/6)含

2 10YR･1/6掲色粘士質シルト蹄褐色t(10YR3/3)#(50%)
3 10YR3/･1暗褐色シルト 褐色上(IOYR･l/6)3
4 10YR｡1/6褐色帖t貢シルト

5 10YI<.I/(i間色帖-i:筒シルト陥糊色t(10YR:1/:l)#(2",)

L=89.600m

ノ
ノ

叩
』
《
助

剥
岬
陣

ｇ
色
耐
耐

１
１

一
位

ｇ
層
１
２

土性

シルト 伐掲色上(】UYR5/6)街(瓢卜）焼上粒含(郡胎）
砂間シルト

猟褐色
仇褐色

L=89.600m
h-h'
瞬位色鯛 ･tll:
1 10YR'1/2脱出掲色シルト蝋化物街(1%) "l粒含(1焔）
2 歯褐色I:(lOYR5/6)と蹄褐色-t(lOYR3/4)の擢上帖性撒くやわらかい

〃
１
１
Ｊ

Ⅸ

ｈ
一山

L=89.600m

1－1′
闇位色調
1 10YR3/3

2 10YR‘I/6

3 10YR2/3

．1 1(ハ･R称/:｛

２
３”

″
Ｉ
『
ｊ

●
４

．
岸 ‐t性

暗褐色シルト 間色1:(10YR.1/･1)S(5%)
掲色帖上間シルト }M禍世t(10YR2/:1)禽小畷含(50%）
!M褐色シルI、 戯褐色t(10YR5/6);r(10%)
陥隅色シル1、 仇褐色上(1(n．R3/(i)街(5()”

L=89.700m
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L=89.900m

当 山一一国|旦一L=89.900m

①
a-･a' b-b'
別位色湖 上付
l IOYl《2/3肌禍色シルト 此褐色1:(1(ﾊﾞ1<5/6):"M)MI:紬禽(:1%) 燐化物侭(2”
2 10YR2/2 1M褐色シルト晩-13軸稀(1()3,)炭化物念(熟,）
3 10YR3/1黙褐色シルト
4 10YR4/4閏色帖｣貴シルト蝿褐色･f(I()YR2/2)h(5%)
急 lOYR5/6髄褐色帖t質シルト PM細色t(101･R2/2)､(1%)
6 5YR4/H赤褐色シルト

型トーL=89.900m

一芸
L=89.900m

－動 e

ﾄ旦一一一’}d-L=89.900m

P 18

一~、

1"‘ｰ
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c－c． d-d- e－e
層位色瑚 上性

l 3YR4/8赤褐色帖士筒シルト焼t
2 10YR2/3照褐色シルト 醐褐色上(IOYR5/6)3(弧J晩t粒行(3%）
賎化物念(I”

:I IM隅色上(11ハ・鯉/2)と肌褐色上(10YR3 i' 2)と此測色l:(l(ﾊﾞR5/6)の雁t
4 1〔ﾊ'R5/h仇褐色帖｣貝シルト地111
5 10YR3/:1陥偶色シルト此褐色上(10YR5/{砂愈(l()ﾊ,）
6 10YR2/3恩褐色シルト出褐色 L(10YR5/6)3(311)

7 10Y剛/2照褐色シルト尚褐色上(10PR5/6)3(10%)隣化物合(1%未洲）
8 10YR2/2照褐色シルト蝋_i粒含(1％）
9 1()YR、l/6褐色砂筒シルト しまりなし賎化杓禽(I～澱〉
10肌隅色12(10YR2/3)と衝褐色上(lOYR5/6)の蝿t
11 10YR2/3 11蝿色シルI、 此間色t(10YR5/6)ir(I%)脱化物禽(1＄）

10YR4/4褐色帖 L同シルト

I(ﾊﾞR5！‘6踊喝色帖上貫シルI(ﾊﾞR5/6繭喝色帖上貫シル
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5YR5ﾉ 8Wl亦糊色砂篇シルト （暁1塊》
赤褐色t(5YR4 8)と曲間色1:(I(ﾊﾞR5 6)の腿14
1()YR4,/4間色鮎上側シルト

M側色t(1()YR2/2)と出間色l;(I(ﾊ･R5/6)の肥上
此褐色t(IOYR5/0)と陥褐色t(7.5YR:1/:ﾙﾘ)N& l:炭化物苫(lli）此間色t:(IOYR5/6>と略間色1:(7.5YR:1/:ルリ)N& l:脱化物曾(111)

誤 ,)

"t脚併(2%）
IOYR5/6仇褐色粘土質シルト
5YR4/6赤褐色シルト
10YR2i.2 1M褐色シルI、 曲褐色t(1(ﾊ.RS/6)含(型%）
髄怨色上(lOYR3 ﾉ 6)と蹄褐色t(7.5YR3 3)の腱t燈1航含(認,）

0 1:30 1m

トー－－ 二三振一

第20図 10号住居跡(3)

断面形が逆台形状で、及さは70cmあり、級やかに1,.りながら煉出部へ続いている。煙川棚はIﾘ形の1坑状で、

深さは42cmあり、底lliは煙道部底面よI)13Lmほど低くなっている。
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遺物（第39～43図、写真図版34～4()）

-|:#$ll0～151が出上している。 110～112は土師器坏で、 110･111はロクロ不便用、 112はロクロ使川である。

110は外傾して立ち上がっており、口縁部はやや肥哩気味であるo l i縁端部ド1cmには小さな段を持っている。

1l1は外航して立ち|:がっており、 1 1縁部は外力へ折れ、 I 1縁端部は肥厚している。底部は暇かれ平らに調整

されている。 110． 1l1とも内面はミガキ後黒色処理されている。 112は外傾して立ち上がっておI)、内面は

半分が煤けている。畷耗していてはっきりしないが、底部切り離しはl'll転箆切りと考えられる。

113～115はロクロ仙川の弧恵器坏である。いずれも外伽してｳ:ち上がっており、 113のI 1縁部はやや肥〃し

ている<) 113は体部外1hiの一部が、 114は口縁部外曲がそれぞれ煤けている。 113の底部には、 「1l1」が興書さ

れている。底部切り離しはいずれもl''l絃箆切I)である。

116～147は土師器錨である。 116～121は底部から1 1縁部である。 116は底部から外傾して立ち_l:がり、そ

の後内湾気味になっている。休部中部に休部最大従を持っている《) I 1緑部は外反気味で知<、u唇部は丸み

を持っている。外而は底部から休部l:半部にかけて煤けている。底部には木葉痕が残っている。 1l7は底部

から側かに外慨してtち上がっており、休部|:'|§部に休部肢大様を勝っている。 l l縁部は外傾してｳ:ち上が

り、 l l縁端部は細くなっている。外1m全体と内、上』lifilから口絲部にかけて煤けている。底部には水葉痕が

残っている。 118は底部から外傾して立ち上がり、休部中部から上半部にかけて体部股大径を持ち、頚部には

段を持っている‘》胎上には徒1－5nmの砂粒が含まれている。内面全体と外面の一部は煤け、内Ihiには炭化

物が少1,t付着している。 119･120は底部から外傾して立ち上がり、休部上半部に休部岐火径を持っている。

I]縁祁は短く、頚部から大きく外反している。内外iljj而とも煤けている。底部には木葉痕が残っている。

121は休部が外傾して立ちI:がっている‘,体部中部に休部雌大径を持ち、口縁部は頚部から大きく外I又して

いる。内外両面とも部煤け、外miには炭化物が少爪付着している。

122～134は体部ド端部からu縁部である。 122は体郁が大きく膨らんでおり、頚部には段を持っている{,n

縁部は頚部から外Ⅸし、口緑端部はやや肥I1孔し、口僻部は平らに洲雑ざれている。内面下端部は･部煤けて

いる。 123は体部最上部に体部妓大径を持っている。口縁部は頚部から大きく外傾し、 l1縁端部はななめ上

方へ引き出され、口勝部は小きな丸みを持っている。内外両面とも煤け、下端部には炭化物が少最付消して

いる。 124は休部肱l:部に体部股大従を捗っており、猟部には小さな段を排っている。 ’｣緑部は猟部から大

きく外餓し、口縁端部は僅かにななめ下ﾉjへ引き出されている。胎士には径’～2nmの砂粒を多最に含んで

いる。外面は一部煤けている。 125は頚部に小きな段を持ち、 1 I縁部は大きく外傾している。LI縁端部は僅

かに肥叩し、口唇部はllll状になっている。内外I山j而とも煤けている。 126は頚部に小きな段を持ち、「I縁部は

大きく外傾し、口唇部は小さな丸みを狩っている。 127は体部最上部に休部最大径を持ち、u縁部は外反気味

に立ち上がり、口緑瑚部はやや肥厚している。内外1曲j面とも一部煤け、外面は休部上部から口縁部にかけて

炭化物が少壮付筋している。 128は体部上半部に体部雌大徒を排つと考.えられる。 1 1緑部は外城し、n縁端

部は肥l単している。内外両面とも一部煤けている。 129は体部上半部に体部最大篠を持ち、口縁部は外傾し

ている。内外両面とも煤け、外面体部下端部には炭化物が少最付耕している。 130は休部上半部に体部最大

径を持っている。 i l縁部は大きく外側し、 I 1縁端部は側かに肥厚している。外面休部中部には炭化物が付満

している。 131はu縁部が外反気味に.'7:ち上がり、 11縁端部は細くなりながら大きく外反している。胎土に

は従l～3mmの砂粒を多景に含んでいる。内外両iniとも部煤けている。 132は頚部に輪積痕が残り、、縁部

は肥I単し、 ’｣縁端部は伽かにななめ下方に引き出されている。内外mjliliとも煤け、内面には炭化物が少IX付

着している。 133はI 1縁部が短く、外方へ大きく折れている。内外向Imに炭化物が付満している。 134は口縁
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部が外側し、口縁端部は細くなっている‘，

135～147は底部～休部下端部である。いずれも外傾または内湾して立ち上がっている。 135･ 138． 141 ･

142･143'144･147は底部の周辺が突ll北ている。 l35～l40、 146は底部に水紫痕が残り、 l42． 143は一部平

らに洲轆されている。

l48～150は土師器の鉢形l器である。いずれもロクロイ<使用で、内面はミガキ後黒色処班されている。 l」

縁部はいずれも外傾し、 148のI_｣唇部は凹状になっており、底部には水漿痕が残っている。

l51はロクロ不使ﾊ1の|:師器の甑である。経5nmの穴が底部に21個､体部|､､端部にl佃穿たれている。休部

は一部煤け、底部には水紫痕が残っている。

時期

llltjMi物から、平安時代lil半と考えられる。

11号住居跡

遺構("21図、写典Ixl版15･ 16)

＜位般・検出状況＞洲在区域西部グリッドBWe8･e9にまたがって位世する。Ⅳ周而で褐色土粒を含

む熱掛色土の広がりとして検出きれた‘,避柵の北側半分はi1M在区域外である。

＜砿複関係＞なし。

＜平面形・規模＞平而形は隅丸方形と推定きれ、規模は（2.57)×3.45mである。

＜蝋十:＞ 6層に細|分される。褐色上を含んだ黒褐色上が主体で、全体に弔<、よく締まっている。

＜床面＞黄褐色土である。少しlⅡI凸があるが、ほぼ平jIIでよく締まっている《，

＜壁＞外傾しながら立ち上がっている。壁高は1.8～18.8cmで、東壁が雌も高い。

＜柱穴･ -t坑>Plが検1l1された。 、|4Ini形は楕円形で、規模は従45×53cm、深さは15cmである。

＜カマド＞北聡（洲代区域外）に孜慨されている可能性がある。

遺物（第44図、写真図版40）

土器152が床上から川I:している。ロクロ使用の土師器坏である(，休部はやや内湾気味に立ちkがってお

り、n絨部は倣かに外力へ折れ、u縁端那はやや肥I以気味である。内Ihiはミガキ後黙色処理され、底部切I)

離しは同転糸切りである。休部中部には止位で「勝」と蝋脊されている。

時期

他の住居跡と検出状況が同じことから、平安時代1i岬と考えられる。
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第21図 11号住居跡

12号住居跡

遺構("22IXI、写真Ixl版16)

＜位置・検出状況＞調査Ⅸ域東部グリッドBWd3に位置する。Ⅳ屑mで暗褐色上粒を含む黒褐色上の広

がりとして検州された。 j世柵の北側半分は洲州型域外である。

＜砿襖関係＞なし。

＜平面形＞ ゞド伽形は隅丸方形と推定され、規模は(1.72)×3.65mである。

＜埋土> 13噛に細分される。 !!地～照褐色tが-i；体で、全体に県〈締まりがある。 l塒にはl ･和ma降ﾄﾞ

火III灰が拠人している。

＜壁＞南噛は外傾しながら立ち上がっており、壁高は16～24.7cmである。束峨と西駿は撹乱を受けており、

残ｲF状態が良くない。

＜床面＞散褐色土である。 lⅡl凸があり小礫を含んでいる。東砿際は撹乱を受けて縦んでいる。

＜柱穴・上坑＞検州されなかった。

＜カマド＞北壁（訓制X域外）に設樅されているﾛI能性がある。

遺物（第j1JIIXI、写真図版40)

土器153が出土している。ロクロ不使用の土師器坏である。体部は内湾気味に立ち上がI)、u緑部はほぼ直

立している。底部はややI:げ底風である。

時期

出上過物から、平安時代fiifと考えられる。
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第22図 12号住居跡

13号住居跡

遺構（第23図、写典図版17)

＜位慨・検出状況＞調衡区域II!央部Bnb7 ・ b8･c7･ c8にまたがって位職する。Ⅳ屑而で褐色k

粒を含む黒褐色-tの広がりとして検出された。 ill｣平を受けておI)、唯の・部と捌方のみの検出である。

＜砿複関係＞なし。

＜平面形・規模＞削平されており全体形は不Iﾘlであるが、 l辺5mの隅丸方形と推定される。

＜Ⅲ|:＞掘方理｣:を図化したのは部であるが、戯褐色|:粒を含む熟褐色l:で、全体によく締まり、粘‘ド|;

がある。

<"> IIW確と北唯の・部が残作するのみである。掘方面からの商さはIIli雌で肢大12.9cm､北砿で12.3cmであ

る。

＜床而＞黄褐色-tである。凹II1Iがあり、堅く締まっている。

＜柱穴・土坑>PlからP8まで8個検出された。平面形はIII形や桁円形で、規模は篠20×21cm～55×98

Cm、深さll.7～38.2cmである。 ｝l;穴配慨からI]3･P4 ・P6･P7が主桃穴と考えられる。なお、 イl;穴if

測値は次の表のとおりである。

柱穴計測表 単位:Cm

＜カマド＞残存していない。

遺物（第44図、写真図版40）

土器l別･155が出土している。いずれもP8からの出土で、 ロクロ使用の上川i器坏である。 154は底部が尚

さ5m位の高台状になっており、体部はやや1人l湾気味にj:ち上がっている。 I 1緑部は価かに肥厚し、n舛部

は丸みを持っている。内面はミガキ後黒色処理されており、底部切り離しは回転糸切りである。n径に比べ

－43－

僻号 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8

経 52×55 2〔)×21 27×35 37×42 40×55 38×46 30×32 55×98

深 さ 28.5 11.7 38.2 25.8 2().6 31.3 30.5 32.2
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第23図 13号住居跡

底篠が小さい。 155は大きく外傾して立ち上がっており、口膵部は小さな丸みを持っている。底部切I)離し

は回転糸切りである。

時期

他の住居跡と同じ平安時代前半と考えられる。
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(2)住居状遺栂

遺棡（第24図、写真図版18)

＜位圃・検出状況＞調在1又域中央部グリッドBmc7． c8･d7･d8にまたがって位世する。Ⅳ層面

で此褐色｣:粒を含む肌色上の広がりとして検出された。南西部は撹乱を受けており残存しない。

＜亜裡関係＞過構の中央部分を南北に走る3号櫛によって切られている。又、床而下からl別恥し穴状遡

柵が検出きれている。

＜平Ⅲi形＞平Ⅲi形は隅丸ﾉﾉ形で、規模は3.0×3.15mと推定される。

＜埋土＞ 7層に細分される《，黄褐色|粒を含む蝋色IZが主体である。粘性はあるが、やや締まりに欠ける。

＜噸＞外傾して1ｹ:ち上がっている。雌尚は2.9～18.6cInで、東雌と西壁が高い。

＜床面＞苗褐色上である。凹IIIIが多いが、 よく締まっている。

＜柱穴・土坑＞検出されなかった。

遺物

lll土していない《，

時期

検出状況から平安時代前'ドと考えられる。

ﾐこz冥湧§

A-A'
層位色捌 tit

1 1(ﾊﾞR2/3 !M褐色シルI、 側色上(10YR2/1)含(l”

〆洲R:剛鷆縄をﾙﾀﾙ#褐色t(10YR5/6)h(5%)
!~~~ 4 10YR5/6黄褐色帖上質シルト珊掲色土(10YR3/:1)S(5%)

5 10YR2/2鼎褐色シルト黄褐色上(10YR5/6)含(5淵）
6 10YRl.7/1 肌色シル1， 曲褐色上(I()YR5/6)含(1％）
7 1(}YIt1.7/l 川色シル1、 出褐色i:(IOYR5/6)含(3%XInALE)

一

0 1:60 2m

L －辰宇 1

第24図住居状遺構
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(3)焼土遺構

1号焼土（第25図、写真例版18)

＜位置・検出状況＞調査低域K|!央部グリッドBUb8に位置する。Ⅳ屑面で検出された。植生根により ・
部撹乱を受けている。

＜平面形・規模>14面形は径52×57cmの不整形である。焼上はlﾘj赤褐色で良く焼成しており、厚さは最大
で6cmである。

＜出｣:過物＞なし。

＜時期＞不明である《，

2号焼土("25iXl、写典IXI版18)

＜位置・検出状況＞洲侮僅域東部グリッドBWd3に位慨する。Ⅳ層面で検出された。

＜平面形・規模＞平面形は徒51×32rmの不雛形である。焼土はにぶい赤褐色で良く焼成しており、 I単さは

雌大で6cmである。

＜出土過物＞なし。

＜時期＞不明である。

号焼土、 ＜2号焼土

４

Ａ
一 LAL

’ △ 且
1

4L=90.000m A'
--弓 AL=89.900m 当

2

一毒鰊鍾ﾐ亨ｰ
A－A、
増位色湖 士性

1 5YR4/3にぷい卵褐色砂質シルト
2 5YR4/4にぷい赤褐色砂質シルト
3 I()YR3/3靖脳色シルト

A一A・
暦位色調 土性
1 5YR5/6 ﾘ1 I赤褐色シルト焼土 ・部水根栂乱あり
2 10YR2/l !M色シルト焼土粒含(10%)一部木根檀乱あり
3 10YR2/l 肌色シルト晩1粒含(30”一郎木槻岡乱必I〕

粘性弱焼土
粘性刺晩上

0 1:20 1m

1－－一一 一－－－－－→

第25図 1号・ 2号焼土過棡
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(4)溝跡

3条検出された。調森区域中央部から東部にかけての検出である。

1号溝跡

遺栂（第26凶、写真似1版19)

＜位置・検出状況＞柵従区域中央部グリッドBmaO･bO・ cO･dOに位置する。Ⅳ層而で菰褐色士

粒を含む蝋色土の広がl)として検出きれた。

＜重複関係＞なし。

＜規模・平面形＞北端のあるグリッドBmaOから南へ延び、 Wj端はグリッドBmdoで撹乱のため残存

しない。全艮は約14mで、 IJM35~5()cm、 卜.ji,ll6～30cm、深さはlO.3～24.4cmである。本櫛跡は北端が調從区

域外へ延びている。

＜断面形・鞭・底面＞断面形は逆台形状で、壁は継ぐ外城しながら立ち上がっている。底面は戯褐色士で、

凹IIIIが多いが堅く締まっている。

＜埋士＞上部は黒色-t、下部は黒色土と蛍褐色土の拠土で、いずれも堅く締まり、粘性もある。

遺物（第44IXI，写真図版40)

-t器156が川-こしている。ロクロ使用の緬忠器坏である‘,底部から外慨して戒ち上がるものと考・えられる。

底部切り離しは回転糸切りである。

時期

、I強時代の世物が出土しているが、流入した'り．能怖も考・えられることからII#期は塒定できない。

2号満跡

過棡（第27凶、写典1割1版19･2())

＜位置・検出状況＞捌査区域中央部南側に位世する。Ⅳ層面で黄褐色土粒を含む黒褐色上の広がりとして

検出された。

＜亜複関係＞グリッドBne6で4号化)!';跡を、グリッドBHI8で6叶仇居跡を切っている。

＜規模・平面形＞西端のあるグリッドBHe6から東へ延び、グリッドBne8で南へ向きを変え、南端

のあるグリッドBng8に延びている。全1造は約llmで、上鵬30～55cm、下IIMl2～42cm、深ざは5～16.3cm

である。本櫛跡は両端とも調代区域外へ延びている。

＜断面形・暇・底面＞断面形は逆台形状や浅皿状で、唯は外傾しながら立ち上がっている。底面は繭褐色

|:で、 IⅡI凸が多いが堅く締まっている。

＜埋土＞蝿褐色-tがIi体で、全体によく締まり粘性もある。

遺物

出土していない。

時期

平安時代の遺物が出土しているが、流入した可能性も考えられることからH#期は特定できない。

－47－
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▲:錐腫鐵匁討一

孟宗1－

L=89.950m L=89.950m

,△ －Aイ ｝旦一 一旦1

夛零一域ﾃ画
A-A' B-B'
閣位色訓 上代
l l()YR2/1肌色シルト黄褐色上(IOYR5/6)ir(1Hb)
2肌色上(lOYR2/l）と黄褐色土(10YR5/6)の混上
3 IOYR5/6歯褐色枯士質シルト

七mbO bl

-A
L=90.850m

g 且

ｎ
Ｕｃ洞

ｌ
‐ 7

こ､匡征？＝cl

C-C･
層位色調 上性

1 10YRl_7/1測色シルト水根多故
2 10YR2/】 黒色シルト黄褐色-1*(10YR5/6)fr(5%)
3 10YR2/1烈色シルト繭褐色･tt(10YR5/6)"(2%)
･I MI褐色上(1()YR2/3)と衝褐色≦t(10YR5/6)の鵬.t
5 10YR2/I M(色シルト 曲仙色-t(10YR5/6)n(1%)
6 10YR2/2 !M冊色シルト

7 10YR5/6黄褐色帖上質シルI、

1：400 2m

－－

｜

可~gmdO 。’

もも

、

0 1:80 4m

一一一F一

第26図 1号溝跡
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0 1:80 4m

l－－－－－l L=89.800m

侵一 且

_ﾉー

L=89.800m

△ -Aイ
ーマ

A-A'
屑位色調 土性
1 10YR2/2肌褐色シルト出褐色土(10YR5/6)n(10%)

B-B'

層位色調 土性
1 10YR2/2鼎褐色シルト世褐色土(10YR5/6)3(10%)
麓珊褐色土(10YR3/2)と街褐色土(10YR5/(i)の能上

0 1:40 2m

－－

第27図2号潤跡

－49－



3号溝跡

過椴("281Xl、写典厩|版20･21)

＜位椴・検出状況＞調査区域II!央部から東部にかけて位催する。Ⅳ届面で黒色土や黒褐色土の広がりとし
て検出された。

＜亜複1M係＞グリッドBmd8付近で住居状遺櫛と陥し穴状遺櫛を切っている。また、 Bmd8･e8で

撹乱を受けている。更に、 BWfOで10号住ﾉ[!｝跡を切っている。

＜規模・平面形＞ ，化端のあるグリッドBHIc8からl+jへ延び、 BII8で直刈気味に東に向きを変えてい

る。東端はグリッドBIHf9で切れている。全促は59mで、上幅42～122cIn、下帆22～58cm、深さは6.8~

74.7cmである。

＜断面形・蛾・底面> IWm形は輔薬研堀で、一部淡いU字状になっている。盤は外慨して立ち上がってい

る。底面は北から南に延びている部分は黄褐色士で、堅く締まり平畑である。 ilﾘから東に延びている部分は

髄褐色土で、途中から礫IWになっている。

＜埋上＞ 、|上からiWへ延びている部分は蝋色･1:や蝋褐色!:で、よく締まり粘性がある。 ilqから東へ延びてい

る部分は小礫を含む黒色土で、粘性に欠け、締まりもない。

遺物（第44IXI，写真図版40)

土器157. 158がIII土している｡ 157はロクロ使用の土師器坏の1ｺ緑部で、口憾部は小さな丸みを持っている。

158は饗の体部で、内外iliともナデが施されている。

時期

平淡ll#代の仇1,l鋤を切っていることから、同時代もしくはそれより新しいと考えられる。
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51・52-

A L=9000Om 当 主ーし=89.600m 
C' 
一→

校吹7P
A-~ C-C 
層位色調 土佐 層位色制 土性
1 黒色土 (10YR2/1)と黄褐色土 (10YR5!6)の混土 1 10YR1.7!1 黒色シルト 砂粒や小喋含 しまりなし
2 10YR1.7!1 黒色シルト黄褐色土(lOYR5!6)含(1%)
3 10YR1.7!1 黒 色 シ ル ト 貨 褐 色土 (10YR5!6)含 (10%)
4 10YR1.7!1 黒色シルト
5 10YR2!1 黒色シルト
6 黒色土(lOYR1.7!1)と黄褐色土(10YR5!6)の混土
7 黒褐色土(10YR2!2)と黄禍色土(lOYR5!6)の混土

厚-L = 89.700m 
B' 
-→ 

o
ヒ

1: 40 

B-B 
層位色調 土性

10YR2/3 黒褐色シルト明黄褐色土(lOYR6!6)含 (40%)
2 黄褐色土(lOYR5!6)と県褐色土(lOYR2/3)の混士

おf1 +'lVf 3 

九gl 古川3

第28図 3号溝跡

旦L= 89.600m 
D~ -→ 

0-0' 
層位色調 土性

10YRl.711 黒色シルト しまりなし
2 10YR2!1 黒色 シルト暗褐色土 (10YR3!4)含 (40%)

2m 
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ム
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九g7
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3．遺構外の出土遺物

i剛#外の出｣泄物は、縄文|器、弥生土器、上帥腓、弧恵器、陶器、鉄製紬である。ここでは、 (a)縄文

時代の|器、 (b)弥堆時代の土器、 (c)古代の土器、 (d)陶器、 (e)鋏製品に分けて記述する。

(a)縄文時代の土器("44･45IXI，写典IXI版40)

159～161の川tで、いずれも深鉢である。 159は胸部が張り、内消しながらI I緑部に続いている。 I｣縁部は

波状をなし、波頭部分では渦巻き文が構成されている。底部には篠6×8cmの柵I'1形状の穿孔がある。 160

は体部から1－1緑祁で、休部は内湾して頚部へ続き、 1 1縁部は頸部から伽かに外慨して立ち上がっている。口

聯郁には1細(状の雌浪が残っている。地紋はLR単節繩文械ll'lilfと斜めIIII帷である。 161は休部で、地紋は

LR単節繩文横凹帷である。外面は煤け、炭化物が付諭している。

159は巾Ⅳl'l"(大木8b式州当)、 160･161は晩期末と考えられる。

(b)弥生時代の土器（第44凶、写真図版40･41)

162～168のH11:である。 162～166は鉢型l器で、 162～165はI I縁部、 166はｲｲ部である。 162は外面に2本、

内而はl l緑郁に泊って沈線が1本巡っている(, 163は外面に5本、内而に1本の沈線が巡り、 164は2個一対

の貼揃を持つ変形｣皇字文を持っている。 165は頂部に刻みをｲ『するlll形突起を排ち、 166は沈線が4本巡って

おり、変形工字文の一部と考えられる。

l67は高坏の脚部で、 ド部が倣かに開き気味である。下端部に沈線が2本巡っており、胎士には金雲母が含

まれている。

168は蕊の休部である。 RL単節の原体によって縞繩文が施されている。

162～167は弥生時代初弧（一部晩期末の可能性あI))、 168は弥生時代後半～末期と考えられる《，

(c)古代以降の土器("44 '46･47凶、写典図版41 ･42)

169～188の出上である。 169～179はロクロ使用の上帥器坏である。 169は底部からやや|ﾉ1湾気味に立ち上が

り、口縁端部は伽かに肥厚している。体部には止位で「寛」と蝋1ドされている。内外間lliとも煤けている。

170は外傾して立ち上がI)、 「I膵部は小きな丸みを捗っている。休部には鴫ilドされているが､ lli流できない。

171はlﾉ1湾気味に立ち上がっている。内面はミガキ後肌色処理され、外而も－部ミガキが施され、黒色処理は

u縁部外面1cmに及んでいる。 172は底部が7mの高台状になっておl)、体部は外傾して立ち上がっている。

n縁部は伽かに肥I砿している。 173は外側して立ち上がっており、外面体部下端部から底部にかけて・部煤

けている。 l別は1 1縁部が肥厚し、内曲は底部と口緑部に炭化物が付耕している。 175は火熱を受け、一部煤

けている。 176は1 1縁部が外ﾉﾉへ折れ、端部は肥厚し大きなﾒLみを持っている。 177は外面が煤け、内外両面

とも炭化物が11･筋している。 178は外傾して立ち上がっている。令体にI溌粍しており、胎土には径3mの砂

粒を少飛含んでいる。 179はl l緑部が伽かに肥厚し、内而はミガキ後蝋色処理されている‘，休部には硴位で

「術（本)」と刻i§:されている。 178･179以外は底部切り離しはl''l"糸切りである。

180は滿台付坏の台部で、 「八」の字状に開いている。

181･182はロクロ使jllの小I(1寵である。 181は外傾してｳ:ち|:がり、その後Iﾉ1湾して鋤WIIに続いている。、

緑部は甑部から外傾した後飛直気味に立ち上がり、 「Iﾔ締IIは丸みを排っている{, Iﾉ1外Ihilliとも煤け、蹴部か
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らl l縁部にかけて炭化物が付着している。 また、胎I:には従l～2mの砂粒を多量に含んでいる。 182は底

祁から外航して立ち上がっている。外Ⅲiは煤け、体部卜端部に炭化物が付蒜している。

183･ l別はロクロ不使川の喪である。 183は底部で、繊維雌痕が兄られる。 184は体部で、外面に敲き、痕

が、内而にp'iて具痕がそれぞれ残っている。

185はロクロ不使用の土師器甑である。外傾して'〉:ち上がっており、n緑部は峨かに外傾し、 l I辱部は．一部

平らに洲整されている。n絨部下2cmに小さな段を持ち、体部I､端部には雛6mの穴が穿たれている。内外

両面とも一部煤け、胎'1には篠2Imの砂粒を含んでいる。

186～l88は鎖恵器である。 186はロクロ使用の坏で､外傾して立ち上がるものと考えられる。底部切り離し

はll'l雌糸切りである。 187･188は壷と考えられる。 187は屑部で、内外両而とも上部にロクロ痕が、内而下部

には当て典拠、外Ⅲi卜部には敲き甘痕がそれぞれ残っている。 l88は底部で、商台が「八」の字状にIHIき、底

部には工具狼が残っている。

(d)陶器（第47ul、写真ixl版42)

189,190は"<杣艮頚瓶の屑部と底部で、接合しないが同一個体の可能性がある。 189は内湾しながら頚部へ

続いており、外面には灰釉が認められる。 190は高台が岩下「八」の宇状に開き、高台の内側にはかえりがつ

いている。体部は外傾して立ちl乳がっている。向荷とも胎tには径1mnの砂粒が少鼠含まれている。内1liは

胎-t'i1の鉄分が変色し、眠い斑点状になって残っている。

(e)鉄製品（第47図、写真図版42)

191は刀-fの柚の部分と考えられる。残仔挺4.9cm、帆l.2cm，厚さ5nmである。断im形は台形状である。
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第2表縄文土器観察表

第3表弥生土器観察表

｜

型

I

ガキ YM:ヨコナデN:ナデH:ハケメ K:ケズリ T:厳き目痕A:当て典換 ( )内は推定価 [ ]内は残仔仙申 電
。 、

掲載

番号
出f地点・層 器仙 文様 （ 原体 ） の将微等 胎 土 遺物図版 写真Iズ1版

159 BⅣⅨ。Ⅱ崎 深鉢 撚糸（大水8b式） 砂粒を含む 15 .10

'㈹ BⅣlえ．Ⅱ埴 深鉢 LRlii節横IIII蛭と斜めlul蝿、 1 1ﾔ調;指頭圧痕（晩10MS) 金雲母を含む 44 40

161 BniX･-M 深鉢 LRIji節横回転、炭化物付聯（晩期末） 砂粒を含む 44 40

掲載

番号
出上地点・層位 器穂 文様 く 服体 ） の将微等 胎 土 通物図版 写真IZ1版

42 4り．Ⅱ§101 跡．塊土(Q2) 喪 縞繩文(RLili節) (弥生後101－末期） 砂粒を含む 33 25

62 BH ﾘハ 鉢 沈線が遮る （外而2本、内ili 1本) (弥生初訊） 44 41

63 BⅢ 柵 鉢 沈線が遮る（外面5本、内Ini lif) (弥生初弧） 金雲母を含む砂粒を含む 44 jll

" BnⅨ．Ⅲ暦 鉢 2個一吋の貼蝋を持つ変形I:'i2文（弥生初頭） 金發母を含む 44l j10

65 B耐 鉢 頂部に刻みを持つ1I1形突起、内1mは口縁部に沿って沈線1本（弥生初弧） 判 41

“ BⅡ区･ I～Ⅱ増 鉢 外面の沈線は変形工字文の・部か？ （弥生初” 砂粒を含む “ 41

67 Bnlベ・ I～Ⅱ層 尚坏 脚部下蟠部に沈線が1本巡る。 （弥生初頭） 金斐母を含む ‘14 d11

68 BIⅡⅨ・柵 艶 縞繩文(RI・単節) (弥生陵川～末期） 砂粒を含む 44 41

掲較

稀号
川 t地 占

笠Laも 閥罰・器櫛
外 1m潤整

I二】縁部 休部

内 im調整

1 I絨部 体部
底 面 成 形

法 量（函）

I I 径 底荏 器間

遺物

図版

写真

IXI版

1 妙化10;跡・埋士(Q3) I 肺器坏 M M ､I らに調整 内1hi 1.1世処理 14 6.8 ‘1.5 29 22

ワ
』 ¥･11ilII;跡 束壁際床上 I 師器上

。
、 M M M M ､I らに調整 内Im 1,(色処理 (13)

毎戸

J､a ['1] 29 22

3 り･(I;II9;跡 カマド脇 I 師器上
■
、 YK N･K M M '14らに斜整 内【、 M色処理 ﾙ!.‘1 8.2 6．4 29 22

4 り･他I0;跡 南四隅床上 I 師器坏 1111転糸切り Iｺクロ 12.9 5.4 ‘“ 29 22

5 号Ⅱ飛跡 蝿士 1 師器受 Yf K YK 刃 18.2 8.8 27.2 29 認

6 妙化ﾊ0;跡･カマド袖付近 I 師器甕 Y】 N YK N 19 28.5 29 22

毎
Ｊ 号化A'i跡・埋土 弧1 器翌 Y】 YN･K YN M (13.8) 7.9 11.8 29 22

8 号化"}跡 埋士(Q3) 弧Ⅱ 器翌 Y】 K YN N 20.2 9.5 31．5 29 22

9 号化II';跡 Pll埋土 ;鯉 器斐 YK K YN N (15.8) [10］ 29 22

0 り･住II';跡 床上 頬1 器菱 H Ⅸ 繊維圧痩 (7） [2.21 29 22

1 り･他I‘;跡 カマド脇 縦、 器尭 YN K YN Ⅸ 水蝋痕 20.5 9．6 292 30 22

ワ
ー 吟化A0;跡 カマド蝿-I: 縦忠器甕 YN K YN N ､14らに調整 16.2 8.‘1 17．8 30 23

3 2号化},0;跡 埋土(Q2･3) t師器坏 M M ﾒL底 内|m11,1色処理 (11.8) ‘1.5 30 23

4 2り･性ﾊ0;跡 埋土(Q3) 釧忠器蕊 Ⅲ H 1．1 H 水紫換 19 9．5 28.5 30 23



１
１

１
へ
。
’

Ｆ
０ 2り･il 居跡・床上 t帥器艶 YN N YN N 水葉痕 (17.1) 10 [27.9］ 30 24

6 2り･il 勝跡 埋土(Q3) I 帥器発 YN N YN N (24.4） [13.51 3 23

再
Ｊ
■ 23･11 居跡 カマド脇 1 師器艶 YN K YN N [19.81 3 23

8 3り･{I 居跡 Pl埋土 I 帥器M M M M M 内mill.1色処理 (16.4) [3.3］ 3 24

9 3り･(l括跡 P1埋土 二1 師器刈 M ロクロ内面黒色処理 (13.5) [4.5］ 3 24

釦 3り･(I;居跡 埋土上部 I 師器珂 ロクロ 12.2 [3.6］ 3 24

3¥(I掘跡 埋土(Q2) 1 師器iイ M 回転糸切り ロクロ内面黒色処理
＝ー

0．J [1.1］ 3 24

”
~ｰ 3洲l掘跡 カマド -1 師器尭 K ロクロ (26.2） [16.11 3 2dl

23 3洲I括跡 埋土 二！ 師器喪 K N 9.2 [121 3 24

3り化";跡 Pl埋土 弧 u器莞 T A [11.5] 3 25

25 3洲眺;跡 Pl埋土 弧 u器莞 '1， A [12.5］ 3 24

26 3脚l括跡 埋土(Q2) 弧 u器艶 T 八 [14.5] 32 25

27 3り．Ⅱ括跡 Pl埋土 蝋 u器甕 '1， ．K N (12.7) [15.71 32 24

銘 ‘1り．Ⅱ§隅跡 埋土 I 帥器坏 M M 内lhi螺色処理 （ 2.6） [5.5］ 32 25

鋤 ‘1り･化居跡 埋t(Q4) l 師器坏 M 回転糸切i) ロクロ内面黒色処理 （ 3.6） (5.4） 4.6 32 25

鋤 4り･住居跡・埋土 l 師器坏 M M
ロクロ内面黒色処理

1MitF
（ 6.6） [4.21 32 25

31 'lり･1"}跡・カマド脇 I 師器斐 YM 11 YN N
一
つ

【
４ 9 29.3 32 26

32 4り･仇AI;跡 カマド脇 1 師器艶 Y I N YN N 5.6 8,6 割.6 32 26

33 4号化腔跡 埋土 l 師器兜 Y I N YN N 木葉痕 4．5 (8.6） 26.7 33 26

劃 4号化I舟跡 Pl埋上 I 師器発 Y W K YN N （ 5.3） [15] 32 25

35 4¥化居跡 カマド賎 1 師器発 M N 92 [24.7］ 33 26

36 41W";跡 カマド脇 1 師器尭 YN N N ケズリ調整
【
』 [14.31 32 25

37 jI号化居跡 P21埋土 I 師器蕊 N・H (9.6） [14l.5] 33 27

錫 ‘1り･化旙跡 カマド袖 I 帥器莞 K N 砂底 (7） [8.4］ 33 25

39 4り･1I括跡 埋土(P2) I 師器発 M N 砂底 8.8 [12.4] 33
【
Ｊ
ｄ
Ｔ

ｎ
〃
』

40 4り･化鵬跡 カマド I 帥器発 K N･ I1 砂底 9.5 [4.5］ 33 25

41 4り･1I§勝跡 埋土(Ql) 列 忠器艶 K H ロクロ (20.8） [35.4］ 訓 27

“ 5り．Ⅱ括跡 埋土(Ql) -i 師器坏 YN YN M 丸底線刻 内Ihi肌色処理 0.1 3．9 33
【
Ｊ
■
９

ｍ
〃
』

45 5り･仇ル 跡 埋土(Q2) i 師器髭 Y I N YN N 9.5 9.5 31.9 31 27

46 5叶化岬 跡 埋土 I 師讐瓶 Y 1 N YN N 3.8 6.7 11.7 割 27

47 6り･(樅 跡 床上 i 師器坏 】 M 5ド底 内Ini M色処踊 く 41.2) 7.8 5.9 31 28

48 6りｲ眺;跡 埋土(Ql) I 師器月 】 M M 512底 内1m M色処理 j1.3 7.4 4.9 31 28

49 6り･1I;II';跡 埋土 I 師器月 M M M 丸底 内mi M色処理 1.‘1 4 31 28

釦 6り･他I附跡 埋士(Ql) I 帥器iイ M M M 平底 内lhi M色処理 （ 2.6） (76） 6.6 34 28

51 6洲I括跡 埋土(Ql) I 師器財 lu1転糸切り ロクロ 5.8 6.2 3.9 31 28

鑓 6号化A0;跡 埋土 I 師器鉢 YN K YN･M M 内mi!!A色処理 (21) 8.7 12.4 31 29

記 6号1脚;跡 床上(Q3) I 師器甕 YK YN N 18.5 [15.3］ 3↓ 29



１
コ
垂
Ｉ

51 6サ仙川I;跡・蝿I (Q4) ｣獅勝粥 N YN･K 7.8 [9.6］ 35 28

一
麺 6号化1I1;跡・蝿I (Q2) 1糊i僻艶 ・N N 砂底 85 【181 35 28

弱 65･{l;勝跡・床I (Ql) k師勝蝿 K N 9.@l [8.2］ 35 28
一戸

Oイ 6り･1kI[t;"･MMI (Q4) t師勝喪 Ⅸ N 6 {32］ 35 28

銘 7号化III;跡･Pl埋土 土師器坪 M M Iul転糸切り
ロクロ内面雌色処珊

ｆｌ栗色■
皿
轆

13.5 6．3 4.4 35 29

59 7z･他100;跡･MMlﾆド位 I:師勝jイ M 】 回転升 切 ） ロクロ内mi肌色処蝿 4.2 5.‘1 5‘8 35 29

60 7ij･1111,';跡 JI! I:(Q ） 土師滞刈 N･M ハ 回転舟 切 ） ロクロ内IniI.l.!色処剛 （ 4.3） 6.d1 ‘1.9 35 29

61 7号化)‘';跡 t(Q ） ｣:帥器tイ M ハ 転渕 切 ） ロクロ内而"‘1色処理 （ 4.7） (6） 4．7 35 29

62 7号化}(跡 MMt(Q ） I:師勝川 K M ハ 再調翌 ロクロ内岨iﾉ叫色処瑚 （ 4.8） (‘1.7） 5.6 35 29

“ 7号住｝‘';跡 Pl t師勝財 回低舟 切l) ロクロ 14 5．2 4.‘I 35 29

64 7号住I{O;跡 蝿二I (Q ） 土師器上イ 回転舟 切り ロクロ 13.1 5.l ‘1.7 35 29

65 73･(l;I:';跡 蝿二I (Q2) t帥器財 回転糸切り ロクロ 13.4 5 4.9 35 30

“ 7号化100;跡 (Ql) t師器jイ 回転糸切り ロクロ ﾙ1.2 5．6 53 35 3(）

67 7号伽‘'鋤＆ ド位 1:師器jイ 回転升 切り ロクロ 14 5．5 ‘1.6 35 30

錦 7号化III;跡 即」 (Ql) 上帥器叫 転升 切ﾘノ ロクロ 13.4
－
，

ー

｡ 35 30

69 7り･(1W;跡 "l! I (Ql) l葛帥器1イ 回転升 切り ロクロ 11 ５ 4.4 36 3(）

70 7号佃舟跡 蝿1 (Q2) 土師器1イ 回転舟 切り ロクロ (13.9) 5.6 4.8 36 30

71 73．住IK';跡 蝿二1 (Ql) 上帥器叫 不I9j ロクロ (14) 4.5 4 36 30

72 73･"I';跡 "l (Ql) t師器刈 回転糸切り ロクロ (14.6) (5.9） 5.6 36 30

73 7 卜伽‘O;跡 (Ql) t師勝jイ 回転糸切り ロクロ (14) 5.8 3.8 36 3(）

74 7 》化I!O;跡 <Ql) 土帥鮮jイ 不明 ロクロ (14.4) [4.8］ 36 3(）
ーｰ

イ、
【
。
〃
０ ;･仇II';跡 MI! I ド位 t帥器上イ 回転糸切り ロクロ (13.1) (6.‘1） 5.1 36 31
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Ｄ
■
毎
・

●
■
Ｕ
■
・

側 (Ql) t師勝jイ 回転舟 切I) ロクロ (15_jI) (6.2） ５ 36 30
一

イイ
一
Ｊ ﾅ化I0;跡 P2Mt １

。
◆
か

肥
振
咽

叱
〆
凹

口
叩
』 回転身 切り ロクロ 14.1 6.‘1 52 36 3(）

78 7号Ⅱ§肘跡 土下位 弧忠勝jイ lul転升 切り ロクロ 5.‘1 {3.6］ 36 3

79 7号化塒跡 蝿上ド位 弧必勝jイ 回転升 切り ロクロ (14.2) 6 5.3 36 3

帥 7号化l,'i跡 II! l:下位 緬忠勝1イ 回転罰 切り ロク1コ 5.,1 [4.3] 36 3

81 7号化l';跡 P2jM!Et 二l:師勝椀 回転舟 切I) ロクロ 6.6 [5 36 3

82 7号{辨}跡 P2埋土 土師器鉢 回騨濁 切り ロクロ 11.2
ロ
○ 9 8.1 36 3

鼬 7り･住鵬跡 蝿上下位 t師勝鉢 回転舟 切り ロクロ 11_8 6 8 10 36 3

81 7号伽‘O;跡 "t(Ql) 土師器蕊 In1転封 切り ロクロ 8 1
【
ィ 妬 3

85 7号伽0I;跡 Pl埋土 t帥器坏 |ﾛl転封 切り ロクロ (5.9） '1 1 3.4 37 3

秘 7り･II;lI0;跡・収砿際
t帥器叫．

llll
回転糸切&ノ ロクロ 5-8 3．2 1.6 37 3

87 7号伽K';跡・肌土(Q2) 列 忠勝発 N ロクロ [8.3］ 37 3

89 83･(I;塒跡・蝿k I 師器坏 YN YN･M M 丸底風平1K 内Im以色処蠅
I

1l 41.5 3.9 37 3

帥 8号化A';跡・カマド袖賎 ｛ 師器坏 K･M K･M M M 平底 内Im鯉色処理 | {14.8) 8．3 5.6 37 3



－
『
可
Ｉ

91 8･り･il州跡・埋二I (Q4) 土師器坏 M M M 丸底 内Ⅲi無色処理 11 3．5 37 32

蛇 8号伽11卜跡 Ｉ
、
、
ロ
●
凸

甘
Ⅱ
る
ふ

側
↓ (Q1) izMIU器坏 YN K M M 内Ihi無色処理 (14.2) [5］ 37 32

鯛 8号伽01;" I (Q2) i伽器尭 YK N YN 1 水難猟 9 29.1 37 32

91 85･ilil0O;" 埋土(Q2) I:師器尭 YK K YN I 水菜疵 M､3 7.2 17.9 37 32

95 8号住!‘O;跡 埋土(Q1) 土師器髭 YK Ⅸ YN 《 12.5 [13.8] 37

妬 9号化鵬跡 埋土(QJ1) 土師器叫 M M M 'I 平底 内而 蝋色処理 15.7 8.5 6.1 37 32

97 9号{l掘跡 剛士(Q2) 土師器M M ,I 内面 蝋色処理 16.71 37 33

98 9号1l轆跡 床上(Q4) 士&li勝則 1 M M II 内lhi IA色処川1 間台 （ 2.4） 8 11 37 33

99 9淵I§"鋤 埋土(Q2) 土nM冊兜 Y W N YN N 5.7 9.1 27 37 33

'㈹ 9り｡Ⅱ掘跡 床上(Q4) 土間i器発 Y Ｉ N.K Y渕 N く 73） 8 24.3 38 鱒

101 9〃･化隅跡 床上(Q4) 土師器亮 Y （ N YN 刃 92 ［ 5.8］ 3S 33

102 9･2･il;I:ｵﾄ跡 カマド右鵬 土師器亮 Y 』 I YX N 6.7 ［ 3.3］ 38 33

l⑬ 9号卿‘，;跡 カマド右脇 二I:師鮮尭 Y I I YN N 9.7 ［ 3.1］ 38 33

101 9IJ･住10｝跡 肌土(Q2) l:MII職発 Y I I YN Ⅸ （ 7嫁5） ［ 3.11 38 33

105 9り･1iIIIoi跡 肌土(Q2) I:Mj器発 I Ⅸ 8‘6 ［ 9.2］ 38 3jl

lM 9サ化llO;跡 t(Q2) 土師器髭 N Ⅸ 8.8 [9.4］ 38 3'1

107 9別i掘跡 fil･t(Q4) ｣:師器発 K N (7.8） [‘1.8］ 銘 3'1

l船 9号化A1;跡 (Q2) 土師器兇 YN K YN N 14.4 [12.2] 38 31

l的 9．号化勝跡 理上(Q2) 土師器＃’ Ⅸ 刺 6.7 7.3 38 31

110 10WI;A';跡 jM! l:(Q3) 上師器jイ YX M M 調盤痕 内面無色処珊 13.S 6.5 6，5 39 31

111 1O鼎･伽11l跡 t<Q2) MII器jィ YK YN･K M M 内IM熟色処剛 12.2 6.‘1 5.2 39 弧

112 1OWl;II!" l:(Q3) :MII器jィ I I職箆切 ） ロクロ 6.'l [2.6］ 39 3'1

113 10り･伽01;跡 ﾙﾐ上(Q3M) 誠忠器il I 転箆切 ） Iｺクロ蝿将 14.2 7.'l 3.9 39 341

いI 10り･伽0,;跡 皿土(Q3) 砿忠器11 1U 極箆切 ） Iゴクロ 135 6.3 "1.2 39 3jl

115 1Oり･"I';跡 蝿土(Q3) 縦忠器ji 【 椎箆切 ） ロクロ (13) (6.8） 3.6 39 31

116 10号化IIb;" カマド脇 l:師勝発 Y刃 N YN Ⅲ 洲 葉痕 6.6 11 26.7 39 35

117 10り･1iillI;跡 カマド右膿 1:師鮮発 YK･M M YN・H 11 水葉痕 6.9 8.‘1 22.8 40 35

118 1O勝化A0;跡 カマド左脇 tMIIj器蝿 YN N・K YN Ⅲ （ 7.4） 7.5 26 39 36

119 10号化A0;跡 カマド上 1z師勝発 YN Ⅱ YN H 木紫棋 く S.8) 9.3 28.6 '10 36

120 10KI･11掘跡 川-i:(Q2) l:師器発 YN K YN N 木紫痕 く 9.2） 9．2 32.2 j10 36

121 10号1l蛎跡 理 上 土師M3発 YN YN･K Y I H 1.6 (9.8） 銘.8 .10 36

122 10号Ⅱ乳';跡 理 11(Q3) i:"器尭 YX N・H Y Ｉ K 9.S [32］ ‘10 35

123 10叶化鵬跡 味 上(Q3) 上mi器尭 YN N Y
Ｆ
‐
、 Ⅸ ワワ

ーー 【23］ ‘1 36

1割 103･flil,';" カマ1 左袖 ←I:師器発 YN K YN 刺 21 [21.6] ‘1
毎
Ｊ
■
○

九
名
⑫

125 1O号伽I!i" カマ｝ 右脇 zI:RII柵蝿 YN 1,1 ･ YN Ⅲ 型二＄ 21.2 'I 37

126 1Oり-化"鋤： カマI 煙出 上III器畿 YN Ⅲ YN H (型） [15.2] Jl 37

127 10り･雌lIO;跡 カマI 右脇 土師器亮 YN N･11･K YN 11 (208） [22］ 4 37

1銘 102.住I0;" カマド左袖 土師器蝿 YN N・K YN N (18.9) [21.<1] ‘1 37



－1
“

29 0号住居跡･NI! I:<Q3隅） rl:師勝艶 YX N･K YN H (18.8） [15.8] 42 37

劃） 0号住居跡 川!I:(Q3) 土師器幾 Y （ N YN N (21.6) {2‘1.9］ 42 38

31 0号住居跡 カマド上 土師器髭 Y I N YN Ⅸ (型.2） (16.91 42 38

0号住居跡 "ll l:(Q3) 士師器兜 Y I N YN N (19.6) [10.51 412 38

33 0号住居跡 "t(Q3) 土師器艶 Y 』 N YN N 15 16} 42 38

31 0号住居跡 Ql抑方 土師器艶 Y 1 I1 YN N (ル1） [8］ 42 38

35 0号･住居跡 MMI (Q3) 上帥器坐 K N オ 熊1 9.2 [17.31 38

36 0号住居跡 Ｉ
▲
■
Ｕ
■
■

側 (Q3) t師器髭 N 11 オ 紫1 (8.8） [10.5] 42 38

37 0号住居跡 蝿I 土師器翌 K H オ 紫1 (10.2) [7.7］ 42 38

銘 0号住居跡 カマド上 上師器尭 K H イ 紫1 9.4 .31 43 38

39 0号住居跡 カマド右 土師器受 N H オ 熊1 6.6 (6） 43 39

‘10 0号●住居跡 カマド右脇 土師器艶 K N・H 水鱗1 (8.8） [8.3］ 43 39

411 0号住居跡 カマド上 土師器艶 K・N H (10.2) [6.8］ 43 39

.l2 0号住居跡 カマド袖 士師器艶 K H (10) [8.8｝ 43 39

l13 0号住居跡 蝿l:(Q3) t師器饗 H H・N (9.8） 【5.91 ‘13 39

｡'‘1 0号住居跡 カマドk 土師器翌 N M 8.6 {6.5］ 43 39

‘15 0号住居跡 jfMI:(Q3) 土師器艶 K H 6.7 [3.9］ 43 39

‘16 0号住居跡 蝿1 (Q3) 土師器艶 N Ⅸ 水蝋痕 7.4 [5.8） 43 39

‘17 0号住居跡
０

Ｃ

ａ

ａ

③
５
Ｊ
●
ひ

ＩＩ (Q3) 土師器艶 N H (8.9） [5.11 43 39

.18 0号住居跡 蝿I (Q3) 土師器鉢 YM K M 皿 水策棋 内面"‘{色処理 (18) 8 9.7 43 39

o19 0号･住居跡 fili (Q3) t師器鉢 YN M M 内面蝋色処理 18.6 111.@11 43 39

釦 0号住居跡 雌I (Q3) 土師器鉢 YN M M 内面蝋色処理 20.6 (92］ 43 40

51 0号住居跡 カマド右脇 土師器甑 YN 11 YN H 水紫換 3.7 9.3 8．7 43 4(）

52 1号住居跡・ルミヒ(Ql隅） 1:師器坏 M 1n1撚糸切り
ロクロ内1Hi蝋色処理

馴井
3.8 5 ‘1.8 44 40

認 2号住居跡・1〔隅埋士 土師器jイ YN K YN Ⅸ 少少
～■＝ 5.3 4I．9 44 40

51 3号住居跡･P8蝿土 土師器1イ 11 M 回劇 糸切l) ロクロ内面照色処理 （ 4l.3) 、 5.6 44 40

55 3号住居跡･P8雌土 土師器jイ 回卿 糸切り ロクロ （ 2.8） (5） 4 44 ‘10

弱 1号簿跡蝿t 頬忠器叫 Iml伽 糸切り ロクロ (5筆4） [1.7] 44 40

57 3号溝跡埋1 土師器坏 ロクロ [2.81 44 <10

識 3号･溝跡埋二1 Iz師器拠 N N 13.41 44 40

69 BⅢ区一揺・Ⅳ塒 土師器坏 回中 糸切i) ロクロ埋苫 12.7 5.7 ‘1.8 “ <l

70 BⅡ区・括 上師器刈 lul# 糸切l) ロクロ埋苦 (12.7) 5.2 ‘1.5 44 4

71 Bm区 上師器刈 一部M ･部M M lul4 糸切り ロクロ内面懇色処理 15 6 5.5 44 4

72 BV区一括 f師器jイ ＊ 糸切り ロクロ 12．8 5.6 5.3 44 ‘1

73 BⅡI又一括 1 師器財 明 糸切i) ロクロ 12.3 53 4.2 44 4

7‘1 Bmd8．Ⅳ肘 」 師器上イ lu1噸 糸切り ロクロ 12.7 5.3 ‘1.6 46 4I

ー一

J｡ Bm区 l 師器叫 回戦糸切I) ロクロ 13．4 5.5 ‘1.8 46 』I



１
コ
韓
Ｉ

76 BⅢ 1 師器坏 、転糸切り ロクロ (13.9） 5.8 4.7 46 41
ー

イイ BHIベ ・招 I 師器坏 1n1転糸切l) ロクロ (13) (5.8） 4.5 46 41

78 BMX･ Ⅱ増 I 師器坏 不明 ロクロ (12) 6.6 ･1.1 46 42

79 Bub9 ・ c9 I 師器坏 M M
ロクロ刻芥内面黒

色処理
(141) {4.8］ 46 d12

帥 BIⅡⅨ･M 」 師器坏 ロクロ商台付坏 (8.3） [24］ 46 42

81 Bmd8・ハ増 土師器蔓 回転糸切I) ロクロ 12．4 7.5 13．2 46 42

82 Bn' I 師蕃翌 靜止糸切I) ロクロ 6 {6］ 46 d12

認 Bmd8 ･Ⅳ唇 I 師器甕 K N･K 繊維腿痕 9.1 [3.7］ ‘16 42

劉 BⅣlベ I 師器甕 T 八 副１ １４ 46 42

85 BⅢ。BWIZ I 師器甑 YN Ⅲ YN N (18.2) (8.8） ljl.8 46 42

錨 BⅣ 貌忠器坏 回転糸切り ロクロ (7.8） [1.61 46 ‘12

87 Bn’ 貌悪器蒜 T 八 ロクロ [3．6］ <17 42

鵠 BHIベ．Ⅲ闇 斌忠番壺 (11.8） [21 47 42

褐戦

勝号
出 k 地 古

■■BG 器 強
法 欺(cm)

災ざ 鯛 I以 さ
爪 さ (9) 狩 徴・情 ギ．

通物

Izl版

写典

図版

.13 4り･(I飛跡･P16埋土 紡簑車 3.9 3.85 2.45 "13.9 胎土に金糞母含む。 33 25

掲載

餅号
出 l急 地 器 樋

外面調確

I 1識部 体部

内血 i湖禁

【I諒部 体祁
IK 1m 成 形

法 量(ml)

I I if 底荏
占
呵Ｉ

切
手
】

回
戸
口

遺物

図版

写典

図版

189 Bmd9･ 1" 陛割瓶 ロクロ [10.91 ‘17 42

l" Bmd9 ・ I増 催頚瓶 ロクロ商台 8.3 17.81 47 42

掲戟

儲号
出 k 地 器 繩

‘汁 節 値（皿｝

1を ざ 慨 i#ji f
蒋 厳・ 傭 号

遺物

同版

写真

図版

191 BⅣⅨ． Ⅱ判 ﾉjja (柄部～身筋） (4.9） 1.2 05 ｨ17 42

掲較

稀号
出 t 地 器 靴

‘;'． 算 値(m)

長き 祁
酬

凸
？ Iリ ざ

砿さ （良） 蒋置・倫￥ 石 材 産 地
遺物

I烈版

写典

恢1版

銘 7り･11ﾘl';跡・埋土下位 ｲi箆 6.9 j1．5 1.5 弱.3 岩 奥判111脈？ ． 37 32



V ま とめ

1．遺構

（1）縄文時代の過栂

陥し穴状過樹

令部で3鵬検出された。いずれも瀧状の陥し穴状遺椛で、住居状泄榊の床面ﾄﾞ （ 1雌） とその南西部（2

雄）での険出である。規棋柳については第9炎にまとめてある。

埋士は蝋色上や!l禍色-tが主体である。 lli l泄物はなく、時期については不明である。

第9表陥し穴状遺構一覧表 （ ）は推定値又は推定形

（2）古代以降の遺構

①平安時代の竪穴住居跡

13棟の検出である．各'語穴住居跡（以ﾄﾞ住1!';跡と略記）の位i趾については第418RIに記してある。 また、平

面形や規模群については第lO炎にまとめてある。

＜占地> ijM従区域II'央部から東部にかけて位i冊しているものが多い‘,いずれも距離を持って存在しておI） 、

頭複はない。

<｣¥lli形・規模＞検出きれた13棟のうち9棟は隅丸方形である．残l)4棟のうち3棟は遺櫛の・部が綱ff

lx域外であるが、平面形は隅ﾒLﾉﾉ形と推測され、 もう1棟もﾙﾙ I)方の部だけの検lllであるが、隅丸方形と

推測される。規模別の棟数は、 ．辺が3～4mのもの7棟、 4～5mのもの5棟、 7～8mのもの1棟で、

小型の11;1!!｝跡が多い。

＜埋12＞繭掲色士粒を含んだ蝋色|:や蝋悶色lzがi1体で、余体によく締まっている(: 13棟のうち5仲には、

埋上中部から下部にかけてl･fIIIna降下火llllｿ〈が含まれている。

＜砿・床而＞壁は垂直気味又は外傾して京ち l:がっておI)、壁尚はl.8～32.7cmの範朋にある。床而は粘土

質のjIY柵色上でよく締まり、多少の凹Inlがあるがほぼ平坦である。

＜柱穴・柱穴配世＞柱穴が検出されたのはl()棟であるcそのうち桃穴配世を確脇できたのは3棟で、いず

れも‘1本性と号えられる。

＜カマド＞カマドが検出きれたのは9棟である。設悩場所は北雌（5棟)、北IIIjl催 (3Mi)、束雌( 1棟）

で、恥の'lj央部に波i趾されているのがほとんどである。カマドイミ体がli叩を保っているものはない。袖部は

芯材として礫や-t器を使用し、粘士髄シルトで被潤して構築されている。煙道部は掘り込み式(1棟） と剃

り抜き式（5棟）のものがあり、利り抜き式のものが多い。

＜時期＞出|:した'器とⅡ括跡の埋止にl･fⅡ川a降下火llll<が含まれていることから、 、ド安時代前､ |%と考

えられる。

－80－

遺柵渦 開'1部稚(〔Ⅲ） 底部径((m) 深さ ((m) 卿輔断面形 跿軸断而形 長輔ﾉﾉif'1

l り･陥し穴

2号陥し穴

3()×256

53×(1()5)

18×255

23×(150)

38～46

57～70

災方11

逆台ル

フラスコ

（フラスコ）

北llM-Ifj束

北四一I#"

33．陥し穴 44×（72） 24×(1()O) 50-70 長方形 (フラスコ） 北西-i#jl[



（ ）は推定箙又は推定形第10表平安時代の住居跡一覧表

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ V
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第48図住居跡、住居状過櫛

-81-

僻号 適柵名 14Ihj形 規模(m) 壁IM((m) カマド位 煉道部 附考

① lり･11抽跡 隅ﾒL方形 3.4x3．9 2.9～2J1.1 北壁IIIj& 不明

② 2’･住居跡 隅丸〃形 3.2X3.45 15 4～29 北壁中央 洲査区域外

③ 3り･(l掘跡 隅丸ﾉj形 4.()5x4.07 17 9～31.6 東壁南寄I) 例り抜き式

④ '1り･化IIG;跡 隅丸方形 4 5x4．68 15 4 ~･29
~

』 北11M砿!l1ﾘ＆ 掘り込み式 IMit}l器・紡錘J1(出｣1

⑤ 5号･住IIII跡 隅丸〃形 3 3x3.65 17 '1－29 3 北壁'l!央 判り抜き式

⑥ 6号化居跡 隅丸方ガ 3 15x3．23 2.8～18 9 北壁中央 不明

⑦ 73．伽}‘'}跡 (隅丸方l1 ） (2 55)x4.9 19,1～32
【
〃
〃
Ｉ Iﾘﾘ従区域外 AMil}: l:M･耳ll11出-t

⑧ 8>;･仇),0;跡 隅ﾒLﾉjll 3.35x3.92 7.2へ26 6 北恥中央 判I）抜き式

⑨ 9号(1;居跡 隅丸方形 3.85x4．06 8.7～23．9 北西壁II!央 利I）抜き式

⑩ 10り．Ⅱ;居跡 隅丸方形 795x(6.5) 5．3－22.'1
北西&職中央

(作り杵え）
細lり抜き式 lMill: 1:器111土

⑪ 1lり･｛1据跡 (隅丸方形） (2.57)X3.45 1.8～18｡8 澗傑区域外 "11ド土器出上

⑫ 12り･11 居跡 (隅丸方形） (1.72)x3.65 16 ～24．7 調在区域外
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②住居状遺構

調森区域'l'央部から1棟検1l1された。 l号陥し穴状適椴及び3号櫛跡と求複し、南西部は撹乱を受け残存
しない。 』面形は隅丸方形である。

検出状況から雨|唆時代前半と脅えられる。

③焼土遺構

調査区域!''央部と東部からそれぞれl坐ずつ検1l1された。平面形はどちらも不整形で、 よく焼成を受けて

いる。出土遺物はなく、時期や性格は不明である。

④潤跡

調査区域II!央部から東部にかけて3条検出された。そのうち1条は他の2条に比べ規模が大きく、北から

南へ延び、途中から束へlhjきを変えておI)、 I郡『i柵の様相を呈している。北端が調査Ⅸ域の北側にどのよう

に延びているか、今後の澗代によって明らかになることを期待したい。

3条のうち2条は住)II}跡を切っていることから、 イ1揺跡とI刺時代もしくはそれより新しいと砦えられる。

2．遺物

（1）縄文時代の遺物

十器は職#外から縄文時代中期（火木8b式）の深鉢片がほぼl個体分と、縄文時代晩期米の深鉢ﾊ･が2

点出土している。特に、中期の深鉢は底部に様6×8cmの楕I II形状の穿孔があることから、幾棺の可能性が

あるが群細は不明であるく》打器は住居跡の埋土IIIからｲj箆が1点川l:している。

（2）弥生時代の遺物

弥ﾉ'2時代初頭の鉢（口緑部、休部）や高坏（脚祁)、弥生時代後半から末期にかけての蕊（休部）が出北し

ている《，いずれも細片で、将に川|地点にまとまI)はない。

（3）古代以降の遺物

遺柵内を中,L,にf師器、領忠器、 i製肋、陶器、鉄製鮎が出1:している《，

上帥器は坏、蝿が主体である。坏はロクロイ《仙川とロクロ使川とがあり、その割合は約1"･2である。

ロクロ不使用の坏は底部が平らに調整されているものが11点、 メL鵬風のものが5点である。外面は休部に

段を持つものが11点、 ミガキが施されているものは17点ある。内面はミガキ後黒色処FI!されているものがほ

とんどである。また、底部に線刻されたものが1点出土しているが、 これについては別噸で触れることにす

る。

ロクロ使用の坏は、底部の切り離しはほとんどが同転糸切りであるが、回転箆切りとI瀞止糸切りのものも

いくつかある。回転糸切りのものはほとんどが無洲終である。また、職1$土器（5点) 、刻il$士器(1点）が

出上しているが、これらについても別項で触れることにする。
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甕はロクロ使川のものが1点で、それ以外はロクロイく使用である。ロクロ不使用のものでは底部に木葉痕

と繊維圧痕が残るものがいくつかある(,繊維旺痕についても別Iiで触ｵLることにする。鉢、甑、耳皿も出t

している。将に、甑は無底式のもの2点、多ｲL式のもの1点である｡

須恵器は坏と認で、土師器に比べ出|数は少ない。坏では蝿苫土器が1点出止している。

陶器は灰釉腱頚瓶の底部と刷部で、 10号住居跡付近からの出tである。これについても別項で触れること

にする。

‐上製品は紡錘申が住I！;跡のｲ1;穴内から1点出_l:しておl)、機織I）が行われていたことが推測される。鉄製

品は刀子が1点出土している。

①塁脅土器について

本遺跡からは鯉普土器が計6点(30･58･ 113･ 152･ 169． 170)出l:している。住居跡の柱穴内から1点、

床kから2点、蝿til'から1点、遺柵外から2点である。

"ill:1器の器柧は全てロクロ仙川の-k師器坏で、 3点は内miがミガキ後肌色処理されている。また、底部

が残存しているものが5点あるが、そのうち4点が脹部切り離しはl!'l 'l砿糸切りである‘,蝋ﾘドされている部位

は、底部が1点、体部が5点である。休部に堪番されているもののうち3点は正位に塾普きれておI)、他は

不明である‘，なお、出土した鋤！『上器については鋪ll災と第49FIにまとめて示してある。

鶏諜|:器には地名、人端、所属、吉祥句等がi把されるといわれる《，本j世跡で出i:した恥1!｝ |器には、 「寛」
雄1

（58, 169)、 「勝」 (152)、 「lll｣ (ll3)の文字が認められる。これらは地名とは考えにくく、人名又は吉祥句

の可能性が鞍えられるが詳細は不明である。

第11表墨番土器一覧表
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番号 出土地
占
皿 穂釧・器種 "ill:文字 部 位 備 考

30 4．3．住"}跡・埋二|： 土師器坏 不Iﾘj 体部 ロクロ内1m11.1色処理

58 7号1･l;)II;跡･Pl川! |: -l:帥器坏 兜 体部、 111位
ロクロ 1n1転糸切り 内面黒色

処理

113
10号住居跡・床上(Q

3隅）
弧忠器坏 111 底部 ロクロ何蛎箆切り

152
11号住)II}跡・床I: ('[

隅）
｣2師器坏 勝 休部、正位

ロクロ IIII転糸切り 内m叫色

処理

169 BⅢ区一括．Ⅳ層 土師器坏 寛 体部、砿位 ロクロ何転糸切り

170 BHIX ･括 ． ':師器坏 ｲﾐIﾘj 体部 ロクロ何転糸切り
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第49図貝の淵I遺跡出土墨書土器

2 刻書土器について

jmll1外から1点( 179) 11 1 1:している。器械はロクロ仙川のtilli僻ｲﾐである休部にl l批で「術(水)」と刻

井されている。細い工典で、 「大」を刻み、次にH: |を刻んでいる刻まｵした順序から考え、文字を知って

いる者が刻んだとは鞍えにくい‐吉祥区とぞえられるが、詳細はｲ《Iylである

なお、近年行鳥谷町内で,淵炎が行われたl稲伽蝋跡」 （奈良平安i1#代の災落跡）の発棚調傑では、 「小|+|」

と刻,II:きれた坏が2点川上しているいずれもロクロ使川の坏で、 ﾉ岬liはl''l転糸切り、内面は蝋色処｣1!され

ている洋細は不明であるとしている

a底部線刻された土器について

泄柵外から1点('l'l)出上している。器種はロクuイ《使用の-t師滞坏で、内Iniはミガキ後無色処nl!されて

いあ底部は丸底風で、体部I端部に段を持っておIﾉ 、腿1分茅下刷式併行と考えられる線刻は底部外面に

先端の鋭い工具でI×形に施きれている
&I2

岩手ﾘ,1;内では、 ｝熊部線刻きれた坪のll} I:例が、汀l l木遣跡太lll〃八｣.遺跡、飯IMI｣.川遺跡熊‘戦B遺跡

（以|班岡市）石IIIMH遺跡（水沢市)、扇畑1世跡上の山Ⅶ泄跡（以上安代町）で報告されている。

このうち、同分〃卜榊式併行の底部線刻された坏は、石m1 ･ Ⅱ脳跡、両目木迩跡、熊堂B遺跡において見

られる $l世跡とも線刻のモチーフが×」を堆洲としている点は何じであるが、 「ﾒL底・体部ｲｲ股」({iIn
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I ･Ⅱ遺跡、百H木遺跡） と「平底・休部有段」 （熊常B遺跡） という点で異なる。

本遺跡出土の底部線刻きれた坏は、 「×」をモチーフとし、 「丸底・体部有段｜ という点から、石田I ･ H

遺跡、 rirl水過跡と同じといえる。

④繊維圧痕のある土器について

占代の-|器の底部I1弧としては木蕊狐が．般的であるが、細み物または織物の繊維II弧を持つものもある。

これらはムシロ底と呼ばれているが、本避跡ではそのムシロ雌を持つ-t器が2点(10・ l83)出土している。

どちらもロクロ不使用の蕊である。

稲野(1995)によれば、東北地方の古代の繊維圧痕には3械矧あるとされる《)すなわち、A種：タタミに

類似したもの、 B棚：アンギンに凱似したもの、 C棚：スダレ、 タワラに顛似したものである。更に、八棚

は東北地方全域に分布し、 9世紀前菜のものが東北地方南半部に、 9世紀後半からlO世紀前葉のものが1脚半

部と中央部に、 lOlH紀からll世紀のものが津縄地方に分洲jするとしている。

本過跡出この2点はいずれもA棚にlil当すると考えられる‘， また、本過跡は時IUIが､I4唆昨代lii半(9－10

世紀） と考えられることから、分川i時期もほぼ合致しているといえる。

岩手県内でこれまで繊維圧痕のある土器が出上しているのは、火曲遺跡（石鳥谷町)、下谷地A遺跡、金成

遺跡（以上北上Ili)などである。特に火IIII過跡は、本遮跡の北北東約800mにあることと時期が9世紀後，卜

代であることから、本避跡と何らかの'則迎が考えられる。

⑤灰釉陶器について

遺柵外から2点(189･ 190) III l:している。どちらも長瀬瓶で、接合しないが同･個体と琴えられる。よ

く焼成しており、内而には鉄分が変色して黒い斑点状にみられる。これは大戸潔（柵烏県会津蒋松市）で焼

かれたものにみられる特徴であることから、 この2点は同無で焼かれた可能桃がある。

冶手県内でこれまで、古代、特に平安ll＃代前半までの避跡で灰釉|御器が出士したのは、 ｜'I井坂Ⅱ遺跡(IⅢ、

椀)、胆沢城（椀、 lⅢ、三耳壷） （以上水沢'li)、小十文'i撞跡（椀)、要害過跡（跿頚瓶) (以l:llm沢町)、徳

丹城（紫波町）がある。

灰釉陶器は、当時一般民衆が持ち得なかったものであり、これが出上したことから、当時、本遺跡に布力
誰3

滑一例えば胆沢城や伽､I城と何らかのINI係を持っていた人物一が存ｲl;していたIり．能性がある。

註

l 墨書士器の文字判読は行崎高匝（(財)WF県文化振興Jj業111埋縦文化財センター）が行った。

2飯間才川j趾跡の報告では、慨詳荷は綿刻きれた｣器については将に触れていないが、 ｿ鍬ﾘ凶と寧典から坏(jm物

掲載番号9）の底部に「×」形に線刻きれているのが認められる。当該遺物はロクロ使用の土師器坏で、内面は黒

色処理され、庇部切り離しは回転糸切I)である。時期は平安時代前期(9世紀代） としている。

3 潮戸市川蔵文化IM.センター・聴淵良祐氏のご教示による。また、愛知県陶磁資料館・ jl: l溜久男氏にも本遺物を

実見していただいたところ、東海地方の上で造られたものではないという指摘を受けている。このことから、本遺

跡で出土した灰杣長頚瓶は大j-i窯で焼かれた可能性があるとした。
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遺跡遠景（南から）

写真図版1 遺跡遠景
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遺跡近景（北西から）

遺跡近景（東から）

写真図版2遺跡近景
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遺跡全景（南西から）
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写真図版3遺跡全景、土層断面
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1号住居跡完掘全景（南から）

1号住居跡断面（東から）
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写真図版5 1号住居跡
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写真図版6 2号住居跡
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3号住居跡完掘全景（西から）
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写真図版7 3号住居跡
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4号住居跡完掘全景（南から）
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6号住居跡完掘全景（南から）
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8号住居跡完掘全景（南から）
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13号住居跡完掘全景（南から）
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淵 浩二郎

本多準・郎

jL 111 直美

福烏正和
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II『 田里和

立花 裕

江藤 敬

駒木野判型
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課長補佐
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